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(1)諸法と縁起

はじめに

I インド思想における dharma (法)の意味

a 法の語源と最古の用例、意味・用法の変遷と拡大

b 法の範曙論的論理学的考察

E 初期の仏伝資料における諸法と縁起

a 縁起の観察と最初の仏語 (Mahavagga1.1を中心として)

b 縁起の観察と最初の仏語の併行例 CUdana=Ud.1.1-3) 

c 仏の成道に関するその他の類例

d 仏の悟り(成道)と縁起説ーそのI五支縁起

巴 受以上に遡る縁起説: 1 六処 (6種の認識の内的領域、眼・耳・鼻・舌・身・

意)/ 2 名色(名前と色形、心身)と識(認識、意識)/ 3 五支縁起から十支

縁起まで種々の縁起説

f 仏の悟り(成道)と縁起説ーその II十支縁起

g 仏の悟り(成道)と縁起説 その III十二縁起

小結

註(1-53)[付記] (以上諸法考(1)=村上2006:仏教研究J34号.pp.63-132) 

(2)法と諸法一縁起成道から党天勧請まで
E 縁起成道説補説と再考
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はじめに:研究方法論の反省

l 五支縁起までの通釈

2 諸法と縁起をめぐって 今日の常識とは反する視座

3 十支縁起までの通釈/4 十二縁起までの通釈

5 縁起と縁起によって生じた法(縁生法)

IV 党天勧請に到るまでの世尊の言行(大品Mahavagga二Mvg.l.l-1.5)

a (十二縁起の観察)/ b (バラモンとの対話)/ c (龍王の庇護)/ d (二商人の

帰仏)/ e (党天勧請) :αI (世尊の説法主主巡)/α2 (世尊の説法遼巡の偽)/β1 

(党天勧請)/β2 (党天勧請の偽)/ r 1 (世尊の応諾と世間観察)/ r 2 (世尊の応

諾の偽)

小結 党天勧請の意味するものと法の意味の展開一

註(1司27) (以上諸法考(2)~村上 2007a: r仏教研究j35号， pp.79-134) 

(3)法と諸法初転法輪をめぐって

V 初転法輪前後の世尊の言行(大品Mahavagga=Mvg.1.6)

はじめに 反省と展望

l 説法の相手についての思案

2 乞食行者(ウパカ)との遜遁

3 五比丘との再会と信頼獲得

4 初説法(初転法輪)

a 両極端(二辺)を離れた中道・八正道/b 四諦/c コンダンニャ等の開眼

と受具足戒/d 五纏非我説(無我相経)

小結 展望と反省

註(1-30)(以上前稿=諸法考(3)~村上 2008: r仏教研究j36号， pp.63-133) 

VI仏教教団形成の端緒(大品 Mahavagga=Mvg.1.7-14) 

はじめに一反省と展望

前稿までに、釈尊の成道前後から、 5比丘に対する最初の説法(初転法輪)

までを考察した 1)。本稿はその続きの教団の最初の形成を取り上げたL、。ここ

から舎利弗と目速の帰仏までの一連の伝承は、これまでの初転法輪までの諸資
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料とは異なって、殆ど律蔵の諸伝承に限られており、仏の言葉を伝える若干の

例外(魔との対話、「一切が燃えている」という教え、マガダ王の帰依の節)を

除けば、パーリ経蔵にも漢訳阿含類の伝承にもなL、。けれども、これまでと同

様に 〔根本〕説一切有部の『長阿含J (Dirghagama) に属する

Cαtuゆari伊tsutra(二CPS，四衆経)に対応するところがある 2)o

問題とするところは、法 (dhamma)の用例の収集と解明にあるが、同時

に古くまで遡りうると思われる諸伝承の核をも求めたL、。この作業は聖典の成

立史の問題、なかんづく韻文が古いのか、散文が古いのか、という問題の解明

にぢ関連している O これに関して別稿で筆者は、パーリ(二⑥)~律』の仏伝
と対応する諸伝承の一致から推定される主として散文の伝承の核が、「スッタ・

ニパータ (Suttanψata，Sn)Jの最古層といわれる韻文資料 (Sn.IV & V)に

もまさって古いはずである、とひとまず推定した 3)。

こういう点をも更に確認していきたいとも考えているのである。

本稿は、仏教教団 (sa白gha，僧団、僧伽)の形成の最初の段階についての

考察となるが、法の問題としては、法と私自身つまり自己(我)の問題を考察

することになる。

1 一般人男性の出家・入門、一般人の入信帰依(在家信者・生活支援者層

の形成)

⑨『律J(Vinayα= Vin.I) I大品 (Mahavagga=Mvg.) 1大捷度」における

「初転法輪」以後の梗概については、前稿末にも触れたように、長者の息子ヤサ

が釈尊に帰依し入門するところから始まる。初転法輪が出家行者(比丘)への

説法教化であったのであるが、今度は一般の人々が仏の許を訪ねて教えを受け

るようになる。そしてその結果として或る者は帰依して信者となって仏教教団

の成員の生活を援助し、或る者は仏の許で出家して仏教教団の成員になるよう

にTよる。

a 長者の息子ヤサの出家と受具足戒

1【費沢に暮らしていたヤサが夜に悩みを感じて家を出て仏に会う】

ノくーラーナシーの金持ち(長者、資産家，setthin)の息子であったヤサ((E)

Yasa，⑤Yα勾5，Yasodα，耳目舎，耶輸陀)は、冬用・夏用・雨期用の 3宮殿を所

有し、侍女たちに固まれて費沢に暮らしていたが、或る日の夜半に目覚めて侍

女達の醜い乱れた寝姿に嫌気を覚えて、家を出てさまよって、世尊に会う。彼

は肢く。
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「ああ、世尊、悩ましL、。ああ、世尊、煩わしい、と。~ (upaddutafjl 

vata bho. upassatthafjl vata bho ti. Vin.I.1528) 4) 

世尊は応じる。

『ヤサよ、ここはね、悩ましくもなL、。ここは煩わしくもないよ。おいで、

ヤサよ、坐りなさ L'0 [私は〕お前に法を説こう、と。~ Cidafjl kho. 
Yasa. anupaddutafjl. idafjl anupassaHhafjl. ehi Yasa. nisida. 

dhammam te desessami ti. Mvg.1.7.4: Vin. 1. 153031) 

と。この対話がこの段の主題を示す。初説法は既に宗教的な修行を経験してい

る行者達を相手にした説得に始まって、終に世尊と同等の境地(阿羅漢の境地)

に導いて教化の目標を達成している。しかしヤサには全く修行の経験も志向も

なL、。ただ費沢・怠惰な生活に不安や嫌悪感を懐いてさまよい歩いて、世尊に

出合ったというのである 5〕0

そういう事実があったがどうかは、判断できかねるが、ありえないこととは

思われなし、。青春の悩みは現代に限らず、二千数百年の昔にもあったのである O

この対話はともに 2つの過去分調を含む類例のない表現からなり、悩み煩悶す

る若者と悩みも煩悶もない世尊とが全く対照的であることが示されている。こ

こで仏はこの若者に「法を説こう」と言って、いざなうのである。この法は教

えであり、ここでは次に見るような次第説法に始まる。

根本説一切有部の伝えたサンスクリット(二⑤)文でも、次のように同様の

2つの過去分調からなる対話が見られる。

『ああ、沙門様、〔私は〕悩ましL、。ああ、沙門様、〔私は〕煩わしい。」

(upadruto 'smi srama♀aj upas将to'smi sramalJ.a CPS.16.8. SBV.1. 

140'5'6) 6) 

『若者よ、おいで。ここは、お前に悩ましくもない〔ところだよ〕。ここ

は、お前に煩わしくもないよ。~ (ehi kumaraj idan te 'nupadrutam 

(SBV te sthanam anO) idam anupas将tamCPS.16.9. SBV.I.14017) 7) 

と。この世尊の言葉には上の⑨の後半の i[私は〕お前に法を説こう」という文
がなL、。⑨では同じ場所で説法を始めるのであるが、⑤では世尊が彼を自分の

住まい (vihara)に導いてから説法を始めることになる。状況の設定が@と

異なるのに応じて会話のことばも異なっている。しかし悩み煩悶する若者に対

して、世尊が善導しようとする趣旨は変わらなL、。

大衆部系の仏伝 (Mahavαstu=Mv)では、長者の子 (Yasoda.耶輸陀とい

う)の前生から話が始まっている 8)。上の対話に相当する文はこうである。

「ああ、沙門様、〔私は〕悩ましい。ああ、先生、〔私は〕悩ましい。』
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(upadruto smi sramalJ.aj upadrutto smi mari早aMlλII1.408'O)9) 

「お出で、若者よ、恐れるなよ。ここは、その悩ましくない〔ところだよ〕。

この法がよく語られると、(お前は〕欲を離れるようになりますよ。~ (ehi 

kumara ma bhayahi idan tam anupadrutafjl imasmifjl dharme sv-

akhyate vita-rago bhavi号yasiMv.II1.408"12)1O) 

問題の過去分詞は最初の lつの繰り返しになっているが、⑨と同様に世尊は彼

を教え導こうとする O 上の会話の文は@と同一ではないが、若者の悩みの声に

応じて世尊が悩みのない境地に導こうとする趣旨は一貫している。仏の教えは

若者の悩みの声に答えるものであったのである。この趣旨は漢訳の多くの伝承

でも明記されている 11)。そしてここの法も⑨と同じように仏の教えを意味して

いる。

このような世尊のことばを聞いて、ヤサは悩みなく煩いもなくなって喜んで

世尊の許に参り、一一方に坐ると、仏の説法が始まる。仏が初めて一般の俗人に

教えるときには、直ちに仏教を語るのではなく、その導入の話から始める。そ

れは@では次のような定型文で示される。

rA世尊は11慎々に導く語り(二次第説法)を語る。即ち布施の談義、戒の
けが

談義、天の談義、諸欲の短所・卑しさ・汚らわしさ、出離(出家修行)に

おける長所を明らかにした。~ (Bhagava anupubbifjl kathafjl kathesi. 

seyyath'idafjl: dana-kathafjl sila-kathafjl sagga-kathafjl. kamanafjl 

adinavafjl okarafjl safjlkilesa叩.n巴kkhammeanisafjlsafjl pakasesi. 

孔1vg.1.7.5:Vin.I.1535甜)

と。この定型文は⑨では処々でしばしば繰り返されるのであるが、これに対応

する③文や漢文資料は種々異なる文形で述べられている。しかし趣旨はほぼ等
しい 12)。

即ちこの趣旨は出家者に食べ物などを施し(施論)、また自ら道徳的な心掛

け(五戒:殺・盗・邪淫・妄語・飲酒を慎しみ犯さないこと)を保つこと(戒論)、

そうすればその功徳として幸せの多い天の世界に神(天)となって生まれる

(生天論)という三論と、欲望追求の危険性に対して出家修行の魅力を語り、

仏の教えに聴聞者の心を向けさせようとする。こうしてその手応えを確認する

のである。

rB世尊は良家の息子ヤサが対応できる心・柔順な心・覆われない(聞か
れた)心・昂揚した心・浄らかな信ずる心を持つようになったのを知ったと

きに。~ (yada Bhagava a白nasiYasafjl kula-puttafjl kalla-cittafjl. 

mudu-cittafjl. vinivara♀a -ci ttafjl. udagga -ci ttafjl. pasanna -ci ttafjl. 
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Mvg.1.7.6: Vin.I.15時 162)

ここも固有名調を別とすれば、定型文であり、対応する文は⑤文や漢文資料に

もある凶。このように聞き手に充分な用意が出来たのを確認した後に、仏の教

えの核心を説くのである。

rcそこでおよそ諸仏の賞揚する説法:即ち苦・集・滅・道(四諦)を説
き明かした。J] Catha ya buddhanarp samukkarpsika dhamma-

desana tarp pakasesi: dukkharp， samudayarp， nirodharp， maggarp. 

Mvg.1.7.6: Vin.I.1623) 

⑨文は最も簡明で「四諦」という語もないが、諸仏の賞揚する説法というのが、

苦・集・滅・道(四諦)の説法の別名である。この語は⑤文等にも見られ凶、

アショーカ王の碑文 CCalcutta-Bairatedict=Bhabra edict)に出ている 7種

の法門の第1にも、「律における賞揚される〔教えJJ C vinaya-samukkasse) 

とあるように、有名であるl九この説法を聞いてヤサには真実を見る眼(法眼)

が生じたとし寸。

rD例えていえば黒い染みのない(白L、)清浄な布が、染色をもうまさに
よく受け付けるように、まさに同じように良家の息子ヤサに、その同じ座

において、「およそ何でも集起する性質(本性、法)があるものは，すべ

て滅する性質(本性、法)がある」という遠塵離垢の法眼(真実を見る眼)

が生じた。 と Cseyyatha pi nama suddharp vattharp apagata目

katakarp sammad eva rajanarp patiggalJ.heyya， evam eva Yasassa 

kula-puttassa tasmirp yeva asane virajarp vita-malarp dhamma 

cakkhurp udapadi: yarp kin ci samudaya-dhammarp， sabbarp tarp 

nirodha-dhamman ti)oJ] (Mvg.1.7.6: Vin.I.1638) 

この最初の清浄な布の比喰もよく繰り返される定型文であり、法眼の定型文に

冠せられることが多L、。この比喰は清浮な白布がよく染料を受け付けてよく染

まるように、清浄な心がよく仏の教えをよく受け入れ、よく理解したことに喰

えている O この比喰と固有名詞等を除くと、前稿でも見たように最初に法眼を

得たコンダンニャの場合と同じ定型文である団)。この定型文の後半はほぼパー

リ聖典に限られるm。この定型文は清浄な布の比除を伴う多くの例と、これを

伴わない少数の例とがある。ここにヤサは仏の説く法 C=教え)の核心となる

縁起・四諦の理 C=因果の理)を理解したというのである。

但しこの箇所は諸伝承に相違がある。説一切有部の伝承 CCPS.16.13-16，

SBV.I.1402勺 4115，r破僧事』巻6: T.24.129a10I9) では白布の比喰のあとに、
法眼への言及がないが、彼は四諦を領解し、仏法僧に帰依し在俗信者
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(upasika， J郎波索迦，優婆塞)として認めて下さいと言上したという o Mv.III. 

4091-2では四諦の教えを聞いて彼は超能力(六神通)を得たという。「五分律」

巻15(T.22.101cI213) は仏が四諦:苦・集・滅・道を説くと、彼はその座にお

いて遠塵離垢し法眼浮を得たという。『イ弗本行集経』巻35(T.3.817c川 6)で

も同様に遠塵離垢し浄法眼を生じ、諸煩悩を査くし(誠し)、終に如貫に悉く

一切(皆)を讃知したとLサ。『四分律』巻32CT.22.789c38) では四諦にも触

れないが、彼は法眼浄を得て、党行を修しようと願い、具足戒を得たという。

『過去現在因果経』巻4CT.3.645b1126) では、仏が色・受・想・行。識の無常・

苦・空・無我なることを説くと、彼は諸法において遠塵・離垢し法眼浮を得、

さらに如来が四諦を説くと煩↑菌が尽きて心が解脱し(漏蓋意解)、心に自在を

得て阿羅漢果を成じ、やがて出家を願い沙門となったという。このように、こ

の節においては諸伝承が少しずつ異なっているが、大筋においてはそれほど異

なるというわけではなL、。

以下においても⑨の伝承では、在家の一般人に対する説法は、ほぼ上のよう

に定型文A→B→C→Dの順で進行する。

2【ヤサの父である長者の入信帰依(男性信者となる)】

⑨の伝承では彼が具足戒を得る前に、彼の父の入信の話が介在する。ヤサの

家では彼の母が彼の不在に気づ、いて、大騒ぎになる。そして彼を探して仏前に

やってきた彼の父(長者)にも、同じように世尊の説法に接して法眼が生じて、

感嘆して帰依して信者となる CMvg.1.7.7-10:Vin.I.168-171)。

この間も⑨特有の定型文で記述される。その豪商である家主(長者居士)は

rE法を見、法を得、法を知り、法に深く入り、疑いを超え、惑いを離れ、
確信を得、師の教えに関して他には依存しないで、世尊にこう申し上げた

Cdittha-dhammo patta-dhammo vidita-dhammo pariyogatha-

dhammo tilJ.lJ.a-vicikiccho vigata-katharpkatho vesarajja-ppatto 

apara-ppaccayo satthu-sasane bhagavantarp etad avoca) 0 J] 

(孔1vg.I.7.10:Vin.I.p.1630; Vri.2l) 18) 

rF尊師よ。すばらしいことです。尊師よ。すばらしいことです。尊師よ。
あたかも倒れたものを起こすように、或いは覆われたものを聞くように、

或いは迷った人に道を教えるように、或いは真っ暗閣の中で「眼ある人々

は色形を見るように」と燈火をかかげるように、全くそのように世尊は、

多くの方法を用いて、 法を明らかにして下さいました

Cabhikkantarp， bhante， abhikkantarp， bhante， seyyatha pi， bhante 
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nikkujjitarp va ukkujjeyya， patcchannarp va vivareyya， m叫hassa

va maggarp acikkheyya， andhakare va telapajjotarp dhareyya 

cakkhumanto rupani dakkhanti ti evam evarp bhagavata aneka-

pariyayena dhammo pakasito)oJ (Mvg.I.7.10: Vin.I.p.163135)19) 

rGこの私は世尊(仏)に帰依し、法(仏の教え)と出家僧団に〔帰依い
します〕。世尊はどうぞ今日より以後、私を命ある限り帰依している信者

(男性信者、優婆塞)としてお認めおき下さい、と (esaharp，bhante， 

bhagavantarp saral)arp gacchami， dhamman ca， bhikkhu-sanghan 

ca. upasakarp marp bhagava dharetu ajja-t-agge p拘'upetarp

saraJ.).arp gatan ti)oJ (Mvg.I.7.10: Vin.I.p.1635四)20) 

このようにして『彼こそは世に最初の三〔帰依〕を唱えた優婆塞となった』

(so va loke pathamarp upasako ahosi te-vaciko. Vin.I.1638同171) という判。

以上3つの定型文の中で Fのみは他に類文が殆ど伝えられていないようであ

るが、他の 2には多くの類文が認められる。ここに法という語が繰り返されて

いる。何れも仏の教えに他ならないが、特に Eの法は仏が教えられた真実の意

味の法を指しているようである。定型文Eは既に見たように最初に法眼を得た

コンダンニャの場合にも述べられていたのである(ニMvg.I.6.32:Vin.I.p. 

1219.22)。なお最初の優婆塞は、成道後間もない世尊に最初の食べ物を差し上げ

た2商人 (Tapussaと Bhallika)であったが、そのときは僧団がないので、

二[帰依]を唱えた (dve-vacika)優婆塞となったのである (Mvg.l.4.5: Vin.I. 

p.4お27)。

3【ヤサの心は煩悩から解脱する】

世尊はヤサの父に会って説法する聞は、彼の姿が父には見えないようにと、

超能力 (神通、神足) の現出をはかった (iddhabhisa白kharam

a bhisankharesi)という (Mvg.l.7.8:Vin.I.1617.21)。こうしてヤサは世尊と父

との対話と世尊の説法を聞くことになる。

『すると、なるほど、良家の子ヤサは、父に法が説かれている問、見るに

従い、知るに従い、地を見つめていると、執らわれがなくなり心が諸の煩

悩(漏)から解脱した (athakho Yasassa kulaputtassa pituno 

dhamme desiyamane yath呂田dittharp yatha-viditarp bhumirp 

paccavekkhantassa anupadaya asavehi cittarp vimucci) 0 J (Mvg.l. 

7.11: Vin.I.1713)22) 

最初に彼に法眼が生じたときには、煩↑置があったのであろうが、これまでの仏

-98-

諸法考 dhammaの原意の探求と再構築ー(4)法と諸法と縁起

の教え(法)を再度聞きながら、反復して考えているうちに、その教えの真意

が分かり、強烈な衝撃を体験したのであろう。その結果として彼の心は煩憎か

ら解脱し、煩悩を離れたのというのであろう。煩悩を離れると、もう阿羅漢で

あり、もう修行し習学する必要もない (asekkha=無学)というのである。

〔そのことを察知して〕世尊は思う。

『良家の子ヤサが還俗して、以前に在家であったように欲望を享受するこ

とは、きっとありえなL、。さあ、私は神通(超能力)の現出を停止しよう、

と (abhabbo kho Yaso kula-putto hinayavattitva kame 

paribhunjiturp， seyyatha pi pubbe agarika-bhuto; yarp nunaharp 

tarp iddhabhisankhararp patppassambheyyan ti) 0 J (Mvg.l.7.11: 

Vin.I.17'9) 23) 

この言葉からも分かるように、煩↑歯を離れるとは、もう在家の家庭生活ができ

ないということなのである。

仏が現出した超能力(神通)とは、如何なるものであるのか、私には窺知で

きないので、コメントもできなL、。『衆許摩詞帝経」巻8(T.3.955c6) では、

神通を用いることなく耶舎を呼び出している。仏が超能力を収めて停止した

(或いは呼んだ)ので、ヤサの姿が彼の父にも見えた。父は言う。

『お前、お前の母は悲嘆に落ち込んでいるぞ。母に命を与えよ、と

(mata te tata， Yasa， parideva.soka-samapanna" dehi matuya jivitan 

ti)oJ (Mvg.l.7.12: Vin.I.171213) 

ヤサは世尊を見遣った。世尊は言う。

『あなたはどうお考えかね。ヤサは有学の智・有学の見によって、例えば

あなたと同じように、法を見、〔法を〕知った。彼は見るに従い、知るに従

い、地を見つめていると、執らわれがなくなり心が諸の煩悩(漏)から解

脱したのだ。家の主よ。彼が還俗して以前に在家であったように欲望を享

受することが、一体あり得るのかね、と (tarpkirp mannasi， gahapati， 

Yassa sekkhena nal)ena sekkhena dassanena dhammo di ttho vidi to 

seyyatha pi taya. tassa yatha-dittharp yatha-viditam bhumim 

paccavekkhantassa anupadaya asavehi cittarp vimuttarp. bhabbo nu 

kho so， gahapati， hinayavattitva kame paribhu白jiturpseyyatha pi 

pubbe agarika-bhuto ti)oJ (Mvg.l.7.13: Vin.I.171520) 

〔この趣旨は、他でも種々の文型で伝えられている〕刊。

これに対して長者は『あり得ません』と答える。世尊もその通りであること

を明言する。長者はヤサが煩悩より解脱したのは収獲(labha，利益)である
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と認め、ヤサを随従沙門として長者の家で今日の食事を摂られるようにと請う。

世尊は沈黙によって承諾する。長者が立ち去ると、ヤサは世尊のもとで出家し、

具足戒を得たいと申し出て、許される。

rx I尊師よ。私は世尊の許で出家を得たL、。具足戒をえたい」。と
OabheyyahaQ1， bhante， bhagavato santike pabbajjaQ1， labheyyaQ1 

upasampadan ti)o I来たまえ。比丘よ」と世尊は仰せられるo I法(教え)

はよく説かれた。正しく苦を終わらせるために究行(修行)を行えよ」と

Cehi bhikkhu ti Bhagava avoca ， svakkhato dhammo， cara brahma-

cariyaQ1 samma dukkhassa anta目kiriyaya)。これこそがかの尊者の具

足戒であった CSa'vatassa ayasmato upasampada ahosi) 0 ~ CMvg.I.7. 

15: Vin.p.I.1734-181)回

と。これは最初に出家・受戒を得たコンダンニャの場合 CMvg.I.6.32:Vin.p.I. 

12山)以来の同じ定型文である。具足戒とは僧団の成員となる入門儀式であ

り、『律~ I大品」には、後の方 (Vin.I.56ff.)にそれに関する詳しい規定も述

べられている。しかしここでは上に見たように特段の儀式もなく、ただ希望者

の請いと、それを受け入れる仏の l言で済んでいる。いまだ律に定める諸規律

(戒)の授受は想定されていなし、。受戒といっても、戒の内容も語られていな

いのである。恐らくはこれが最初期の仏教教団(僧団)への入門方式であった

のであろう。

そしてこの段は、「そのとき世に 7人の阿羅漢がおられるJと結ばれる。以

上が@伝承の要旨である。

4【偶を含む種々の伝承】

根本説一切有部の伝承では、最後のヤシャ (y品目，耳目舎)の出家と受戒の

話もなく、具足戒を許されたということにも触れないが、彼が阿羅漢となった

と伝えるのである制。それによれば、法門が説かれていると長者には諸法に対

する離垢の法眼が生じ、またヤシャの心が諸漏より解脱した2九すると世尊は

超能力の現出を停止して、そのときに偽を述べた。

「また身を飾っていても、法(善)を行うがよい。〔自ら〕調御ができて、

平静であり抑制して党行を行い Calamk目前 capicareta dharmaQ1， 

dantat品ntatsaQ1yato brahma-carij)、

あらゆる生類に対して杖(暴力)を収めている・彼はバラモンであり、彼

は沙門であり、彼は比丘である Csarve!?ubhute!?u nidhaya dal)claQ1， sa 

brahmanah sa sramanah sa bhik$ul_l) 0 ~ 
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CCPS.17.16， SBV.I.1438 11)28) 

この備は、義浄の訳 cr破僧事』巻6、T.24.129bll12) には
「調伏寂静持二浮戒 常以二妙法一白荘巌於二諸含識無二害心ー是謂二沙門芯

努行~oJ

とあり、③本の備とは正確には一致しなL、。ともあれ、この備の後では、ヤシャ

は無学の(二修行が終わってもう学ぶことのない)阿羅漢と認められている。

『イ弗本行集経』巻35C T.3.81 7 C2126) では、彼(耳目輪陀:Yasoda)は四諦の

教えを聞いて遠塵離垢し浄法眼を生じ、諸煩↑歯を尽くし(滅し)、終に如賓に

悉く一切(皆)を謹知したのであったが、更に父への説法を聞いて、あらゆる

煩悩がなくなり、一切法について心に解脱した(見漏皆蓋。一切法中。心得二

解脱-T.3.818b27田)という。それを知って世尊が神通を停止したので、彼の

父が彼に気づいて、彼の母が泣き悲しんでいると言って、帰宅を促す。彼は如

来の顔を見つめている。世尊は⑨文と同様に、煩悩が尽き解脱を得た者が還俗

し、五欲を受けるだろうかと問う。長者もそういうことはないと答え、彼(耶

輸陀)が大利を得たと喜ぶ。そのとき世尊が彼(耳目輸陀)の身が諸の理洛をもっ

て飾られ(荘巌され)ているのを見て、偶を説いていわく

「以二諸理洛ー荘二巌身 寂二定其心謹二於法 ω 調二伏諸根悉清海 於二諸忠

生一起二大悲。若能如レ是貫行是則名為ニ真党行ー 亦名二沙門縛種子ー 是

亦名為ニ比丘僧。JC T.3.818c2223) 

と。 8句からなるこの偏は、上に見た③本の偶の趣旨を拡大したような内容で

あり、本来は l備であったのかもしれない。彼の父は、直ちに世尊を耶輸陀と

ともに飲食に請うて黙諾を得て帰って行く。⑨と同様に長者が帰ると、耳目輸陀

は世尊のもとで出家し、具足戒を得たいと願って、許される。

『過去現在因果経』巻4では、仏が色等の無常・苦・空・無我なることを説

くと、ヤシャ(耳目舎)は法眼浮を得、四諦を聞いて煩悩が尽きて解脱し、阿羅

漢果を得た。ときに世尊は彼の身が飾られているのを見て、備を説いていわく

「雄下復慮二居家一 服中賓巌身具上善揮二諸情根 厭二離於五欲 若能如レ

此者 為二真出家一 難下身在二暖野一 服中食於麗躍上 意猶貧二五欲ー 是為レ

非二出家一 一切造二善悪ー 皆従二心想一生 是故真出家 皆以レ心為レ本」

C T.3.645b1521) 

とO この偶を聞いて彼は自分の身を省みて、仏を礼拝して出家を許されるよう

にと願い出る。仏はしサ。「ょうこそ来られよ O 比丘よJ(善来比丘)と。する

と彼の墨も髪も自然に落ちて、袈裟衣が身に着いて出家者の姿になった(嶺髪

白落。袈裟著レ身。即成二沙門)、という CT.3.645b列。この後に彼の父が仏
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の許を訪ねて来ると、仏は同様に法を説いて、長者の子への情愛(思愛)が漸

く薄くなったのを知り、神通を収めると、彼の姿が長者に見える。彼の父は大

いに喜んで、「もう自分で悟り、またよく他人をも悟らせる、そのお前がここ

に居るのだからJ(既能自度。又能度レ他。汝今在レ此故)と言ってから、仏の

前で自ら三賓に帰依して優婆塞となったという (T.3.645cつ。

冗長で他と異なるところも多いMv.III.409-412では、四諦の教えを聞いて

超能力(六神通)を得ていた彼 (Yasoda，耶輪陀)は、母と父が仏前に到る

と、自分の姿が両親等に見えないような心三昧に入る。そして仏の心に応じて

種々の不可思議な神通を現す。すると世尊は彼に関して、次のような 2偶8行

からなる感懐をもらす (udanamudanaye)o (原文の下線部は上の CPS等と

同じ。/ノは上の CPS.17.16cd等の訳文と同文であるところの略)。

『剃髪していることも、結髪も、泥も、断食も、或いは露地に臥すことも

(na mUl)cla-bhavo na jata na parpko; nanasanarp thal)clila-詰yika
うずくま

vaj)、或いは塵垢まみれも、醇る努力も、それによって苦を離れること

はありえない (na rajo-jalam votkutuka- prahal)arp; duりkha

pramok号amna hi tena bhotij j)o~ (Mv.III.41215-18)削

『或いは身を飾っていても、法(善)を行うがよL、。耐え忍び、調御がで

き、抑制して党行を行い庁 11 (邑主型k竺 vapicareya dharmaql' 
ksanto danto niyato brahma同cari/

Sarve号ubhute宇unidhaya dal)clarp;空ob昌生旦塑oso五型型盟0笠

空型昆虫/ん~ (Mv.III. 4121山)

これは先の CPS.17.16等の備の前に l備を加えた形である。 Mvと一致すると

ころが多い「悌本行集経」巻35はここの前後は全く異なっていて、既に見た

通り上の後の備に相当する偶を挙げるに過ぎない。 Mvのここでは何故に苦行

批判のこの備が最初に来るのか、ここの文脈では明らかではなL、。しかしこれ

ら 2 偽は次に見るように「ダンマパダ~ (法句経、 Dhammαραdα士Dh)141-

142とその類本 (Udana-vargaニUdv.33.1-2，等)に由来していると考えられる。

上の第2偽は先の CPS.17の備と比較すると、初2句に僅かの相違があるが、

後半2句には単語の変更がないが、最後句の語尾の扱いに相違がある。

Mvの文脈では、この偽の後に世尊はヤショーダ (Y話oda，耳目輸陀)の母と

父とお付きの人達に次第説法に始まり四聖諦を説くと、彼らには諸法に対して

遠塵離垢の法眼(真実を見る眼)が清浮となり、また数千の生類には諸法が証

得された。彼の両親は世尊に息子の出家と具足戒を請い、そして@と同じよう
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にして、それが実現したという。ここに諸法というのは、四諦を構成している

諸法であって、以前にも触れたように生類の生存・存在を構成しそれを可能に

している諸要素と考えられる。

この 2 備は⑨では「ダンマパダ~ (法句経、 Dhαmma手αda=Dh)の「杖(罰、

暴力)の章 (Dal)cla-vagga) J 13-14偽に相当し、下に見るように前偶の初旬

の初めと最後句は上叫![v)と異なり、後偶の前半も僅かに相違している。

『裸形も、結髪も、泥も、断食も、或いは露地に臥すことも (nanagga-

cariya na jata na paI1同， nanasaka thal)clila-sayika va)、或いは塵垢

まみれも、障る努力も、疑いを越えない人を清めないであろう (rajo田

jallarp ukkutika-ppadhanarp， sodhenti maccarp avitil)l)a-ka企khan)o~

ωh.14l) (下線部がMvと対応している。)叩〕
「身を飾っているとはL、ぇ、平静に行うがよL、。平静であり、〔自ら〕調

御ができて、抑制して党行を行い、 11 11 (alaI1kato ce pi samarp 

旦主主主主， 塑型空白目Qniy型空 brahma-car1;sabbesubhut坦旦旦坦haya

dal)clarp， so brahmal)o so samal)O sa bhikkhü)o~ωh.142)刊

(下線部が CPS.17.16cd等と一致。第 2句の最初の 2語の順序は CPS等

とは逆。庁 11は上の CPSの訳文に同じ。)

⑦の伝統ではこれらの偶をヤシャの出家物語に関係付ける例はないようである。

註釈では前者は、持ち物の荷が多い比丘に因む法話(本生物語)の後に仏が示

した偶であるという ωhA.m.72-78)。後者はコーサラ王の大臣サンタティが
辺境の動乱を鎮圧した勲功の褒賞として 7日間の王者の快楽を許され、歌姫を

与えられた。ところが、彼女の突然の死に驚き悲しみ、仏の教えに接して阿羅

漢となり、寿命が尽きるのを知って、仏の許しを得て空中に上って、自分の過

去世の行為(法を宣伝する職)を語って、火の要素(火界)に入り燃え尽きて

般浬繋(入誠〕したという。その際に仏が説いた偏がそれであるという

(DhA.m.78田84)。

Mv の上の 2 偶は、⑤本『ウダーナ・ヴァルガ~ (Udana-vαrg，α=Udv.感懐篇)

の末尾第33Iバラモン章J(Brahmal)a-varga)の最初の 2備に当たる。ベル

ンハルト (FranzBernhard 1965)刊本では、次のように、第 1偶は各行と

もMvと少しずつ相違し、第 2偶の第2句はMvと一致するが、他は CPS.17.

16cd等に一致する。

『裸形も、結髪も、泥も、断食も、或いは露地に臥すことも (nanagna-

carya na jata na paI1k0; no 'nasanarp sthal)clila品yikavaj)、或L、は

塵垢まみれも、障る努力も、疑いを越えない人を清めないであろう (na
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母と旧妻 (pural)a-dutiyika)とが世尊の許に参り挨拶してから一方に坐った。

世尊はヤサの場合と同じように順々に説法すると、彼女らにはその座において

法眼が生じ(定型文A、B、C、D)、そして彼女らは感嘆し、入信し(定型

文E、F、G、H)、最初の三〔帰依〕を唱えた信者(女性信者upasika，優婆

夷)になったという (Mvg.1.8.1-3:Vin.I.p.184-27)。このあとヤサの母と父と旧

妻は世尊とヤサに食事を差し上げ、世尊が食事を終わられると、一方に坐った。

f Iすると世尊は、なるほど尊者ヤサの母と父と旧妻とに、法話をもって

教示し、受持させ、励まし喜ばせてから、座を立って立ち去られた

(atha kho bhagava ayasmato Yasassa mataran ca pitaran ca pural)a-

dutiyikan ca dhammiya kathaya sandassetva samadapetva 

samuttejetva sampaharp_setva utthayasana pakkami) 0 J (Mvg.I.8.4: 

Vin.I.p. 183日4)叫

このようにここの@文は定型文で綴られている。以上の趣旨には根本説一切有

部の伝承もほぼ一致している (CPS.18.1-10，SBV.pp.1444-4518， f破僧事』巻

6， T.24.129b26-c")。
このように律蔵文献は、教団の成立に関して注意を払い、具足戒を受けて僧

団の 1員に受け入れられた比丘の名と数、男女の信者の入信の記録を残したの

である。

rajo-malam notkutuka-prahal)arp_;品odhetamartyarp_ hy aviti町 a-

kank号am//)oJ (Udv.33.1) (下線部は上のMvと同じ。)

『また身を飾っていても、法(善)を行うがよい。耐え忍び、調御ができ、

抑制して党行を行い 11 11 (豆豆旦註旦 capicareya dharmarp_; k弱旦旦

danto niyato brahma-carV 

Sarve号ubhute苧unidhaya dal)clarp_; sa brahmal)ab sa sramal)ab sa 

些些型主//)oJ (Udv.33.2) 
これら 2偽は『根本説一切有部毘奈耶出家事』の③本 (Sarvastivada-

vinayavastu: Pravrajya-vastu; N.Dutt ed.， Gi忽itManuscripおニGilgM

II1.4. 4014-412) にも、尊者サンガラクシタ (Sarp_gharak号ita，僧護)がバラモ

ン仙人達の前で「バラモン章」を読諦したといって引用され、その原文は僅かに

相違するところがある。

『裸形も、結髪も、泥も、断食も、或いは露地に臥すことも (nanagna-

carya na jata na panko; nanasanarp_ sthal)clila-組yikava/)、或L、は

塵垢まみれも、障る努力も、疑いを破らない迷いを清めないであろう。 (na

旦担問malamnotkutuka-prahal)arp_; visodhayen moham avisir早a-kank-

号am//)oJ (GilgM III.4.4014-17) (下線部は上のMvと同じ。)

『また身を飾っていても、法(善)を行うがよい。感官を調御し、平静であ

り、抑制して党行を行い 11 11 (豆主里担旦全国picareta dharmarp_; 

塑些endriy虫色旦些sarp_yatobrahma-carij 

Sarve与ubhute号unidhaya da早cla中 sabrahmal)ab sa sramal)ab sa 

bhi主担!!//)oJ (GilgM III.4.4018_412)32) 

またサンガラクシタの物語は⑤説話集『ディヴヤ・アヴァダーナJ(E. B. 

Cowell & R. A. Neil ed.， Divyavada加 =Div.33923-29)にもあって、上と全く同

じ2偽が引かれている問。これら両備がヤシャの出家物語に組み込まれている

のはMりのみである。

ヤサの出家物語は@に見るように散文を主体としており、備が挿入される伝

承は2次的であるように思われる。諸伝承はまちまちながら、悩めるヤサに応

じて世尊が順序に従って説法し教導することによって、煩悩から解脱し阿羅漢

となったという趣旨は、一貫している。

5【ヤサの母と旧妻の入信帰依(女性信者となる)】

@の伝承では、ヤサの父(長者)に食事に招待されたので、その午前に世尊

はヤサを随従沙門として長者の家に行き、設けられた席に坐る。するとヤサの

b ヤサの友人達の出家と受具足戒

1【四人の出家と受具足戒】

尊者ヤサには4人の在家の友人 (gihi-sahayaka)がL、た。いずれもパーラー

ナシーの豪商・準豪商の (setth'anusetthinarp_)家の息子達であり、ヴィマ

ラ (Vimalo)、スパーフ (Subahu)、プンナジ (PUl)早aji)、ガヴァンパティ

(Gavampati)という回。彼らはヤサが出家したことを耳にする。

fJ聞くところでは良家の子ヤサは髪と髭を下ろして袈裟衣を纏って在家
より家なき境遇になり出家した (Yasokira kula-putto kesa-massurp_ 

oharetva kasayani vatthani acchadetva agarasma anagariyarp_ 

pabbajito)oJ (Mvg.1.9.1: Vin.l.p.191-3)36) 

と聞いて、こう思う。

fK良家の子ヤサが髪と髭を下ろして袈裟衣を纏って在家より家なき境遇

になり出家したところの、その法と律とはきっと低級なものではない。そ

の出家は低級なことではない (nahi nuna so orako dhamma-vinayo， 

na sa oraka pabbajja， yattha Yaso kula-putto kesa-massurp_ 
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と。なおこの文脈ではヤシャの弟という彼等が兄に疎遠であり過ぎるように不

自然さが感じられる。しかし他方彼等が熱心な修行の結果として究極的に悟っ

たというところは、自然で分かりやすい。@の伝承では、彼等は余りにも簡単

に解脱しているように思われる。

oharetva kasayani vatthani acchadetva agarasma anagariyarp 

pabbajito)oJ (Mvg.1.9.1: Vin.1.p.194.6)37J 

と。ここには出家とは、髪と髭を下ろして袈裟衣を纏って家なき境遇になると

いうことが明確に示される。また出家するとは「法と律」を受けて、それに順う

ことであるとも示されている。この「法」とは仏の教えであり、かっ生類の生存・

存在の真実でもあるべきことは、これまでのところで、ほぼ概略示された。し

かし僧団の運営規定や各成員の守るべき諸規定(戒)を含む「律」は、いまだこ

の段階では示されていなし、。とすれば、上の定型文Kは「律」の諸規定が出来

た頃の教団の常識を反映しているのであろう。因みに⑤資料にはこの箇所には

「法と律」の語はなく、単に「法話J(dharmakhyana)となっている (CPS.

19.2; SBV. 14627)。ただし⑤資料も出家・具足戒を求める@定型文Xに相当す

るところで「法と律」に触れるのである。

その 4人は、ヤサ尊者を訪ねる。ヤサは 4人を仏前に連れて行き、彼等に教

授し教導されよ、と世尊に請う。世尊はこれまでと同じように順々に説法する

と、彼等にはその座において法眼が生じ(定型文 A、B、C、D)、さらに彼

等は世尊のもとで出家し、具足戒を得たいと申し出て、許される(定型文E、

X)。すると世尊は彼等比丘達に法話をもって教授し教導された。そうして彼

等は執らわれがなくなり心が諸の煩悩(漏)から解脱した。そのとき世に11

人の阿羅漢がおられる (Mvg.1.9.2-4: Vin.1.p.197-37)。

以上は、@の伝承である。これに近いのは『四分律』巻32(T.22.790b7.29) 

と『五分律』巻15(T.22.105d9-106a2) と『俳本行集経』巻36(T.3.819b24-

820a18) である。この中で最後のものには註(17)でも見たように、法眼の内

容を示す@定型文に類似する趣旨の文を含む。他の伝承でも以上の話の大筋は

ほぼ一致する。ただ上の註(35)でも見たように、諸伝承において 4人の名は

順不同ながらも、ほぼ一致しているが、 4人はヤサの友人ではなく、ヤサの弟

達であるという根本説一切有部系の伝承がある。それによると、 4人は彼(ヤ

シャ)を訪ねないで直接に仏の許に行って、直ちに「よく説かれた法と律にお

いて出家・具足戒・比丘の身分を得ますように」と申し上げて、比丘となり、不

放逸に熱心につとめて、出家の目的である無上の荒行の究極を、もう現実に

(d将taeva dharme)悟り体得して、

n我等の生は尽き、党行は成り、なすべきことはなした。この生存より他
はない」と悟る (kf?iQa no jatir u号itarpbrahma-caryarp k:rtarp 
kara早iyarpnaparam asmad bhavam prajanamal).) 0 J (CPS.19.7: III. 

45511.12， SBV.1.14717-19)38J 

2【五十人の出家と受具足戒】

尊者ヤサには50人の在家の友人がいた。いずれも旧家・準旧家の家柄の

(pubbanupubbakanarp kulanarp)息子達であった。彼らはヤサが出家した

ことを伝聞して、先の 4人と同じように考えて、ヤサ尊者を訪ねる。ヤサは彼

等を仏前に導き、教授し教導されよ、と世尊に請う。世尊はこれまでと同じよ

うに順々に説法すると、彼等には法眼が生じ(定型文 A、B、C、D)、彼等

は世尊の許で出家し、具足戒を得たいと申し出て、許される(定型文E、X)。

すると世尊は彼ら比丘達に法話をもって教授し教導された。そうして彼等は執

らわれがなくなり心が諸の煩悩(漏)から解脱した。そのとき世に61人の阿

羅漢がおられる (Mvg.1.9.2-4: Vin.1.p.197.37)。この間の事情は先の 4人の場

合と同じである。

この@の伝承に近いのは『四分律』巻32(T.22.790d.22) と『五分律』巻15

(T.22.106a2.5) と『悌本行集経』巻36(T.3.820aI9-bI2) であり、そして『過

去現在因果経』巻4(T.3.645cI9-646a7) である。この中で最後のものはヤシャ

の朋類は50人だけで、先の 4人は抜けているので、 56人の阿羅漢がおられる

と結ばれる。根本説一切有部系の伝承では50人は在村の豪族の若者達

(utsadotsada gramika-daraka)で、ヤシャ等が出家したという噂を知って、

先の 4人と同様に直接に仏の許に行って、出家・具足戒・比丘の身分を得るこ

とを願い出て、比丘となり、不放逸に熱心につとめて、無上の党行の究極をも

う現実に悟り体得した、と (CPS.20.1-7; SBV.14722-14819; r破僧事』巻 6，
T.24.130a4•17; r衆許摩調帝経』巻8，T.3.956cI5-957a7)。
このような、いろいろな伝承において、仏は短期間に60人(1説では55人)

の門弟からなる教団(僧sarpgha，僧団)を擁することになったというのであ

る。この数字は相当の数である。まず当面のところ、衣食住をどのように都合

つけるのか、という問題があったはずである。そのためもあったのであろうか、

仏は、この頃そのためとも思われる下のような決断を下している。

c 比丘遣に対する各自単独の遊行と伝道の指示・魔との対話

世尊は比丘たちに語りかけた。

nu 
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『α比丘達よ。私は天上の〔幹〕であれ人間の〔粋〕であれ、一切の幹

(縛り縄)から解放されている。お前達も天上の〔粋〕であれ人間の〔幹〕

であれ、一切の紳(縛り縄)から解放されている (mutt' aharp， 

bhikkhave， sabba-pasehi， ye dibba ye ca manusa. tumhe pi， 

bhikkhave， mutta sabba-pasehi， ye dibba ye ca manusa)。β比丘達よ、

多くの人々の利益のため、多くの人々の安楽のため、世間を哀れむため、

神々や人々の利益のため、安楽のために、遊行を行え。一つの〔道〕を 2

人が行ってはならない (carathabhikkhave carikarp bahu-jana-hitaya 

bahu-jana-sukhaya lokanukampaya atthaya hitaya sukhaya deva-

manussanarp. ma ekena dve agamittha)o r比丘達よ、始めもよく、中

ほどもよく、終わりもよく、意義そなわり・文句そなわった法(教え)を

説け。専ら円満で清浄な党行(修行)を顕かにせよ (desetha，

bhikkhave， dhammarp adi-kalyal)arp majjhe kalyal)arp pariyosana-

kalyal)arp sattharp sabyanjanarp kevala-paripul)l)arp parisuddharp 
δ brahma剛cariyarppakasetha)。生来汚れの少ない人々(有情)がいて

も、法(教え、真実)を聞かないなら、堕落し、法の障碍となるであろう

(santi satta appa-rajakkha-jatika， assavanata dhammassa pariha-

yanti， bhavissanti dhammassa an白ataro)oe私も法を説くためにウル

ヴェーラーのセーナー町の方へ参ろう。と (ahampi， bhikkhave， yena 

Uruvela Sena-nigamo ten' upasaIlkamissami dhamma-desanaya ti)oJ 

(Mvg. I.1l.1: Vin.l.pp.2036同219=S.4.1.5.2:S.I.10524-106っ
と。この文はα仏自身も弟子の比丘達も一切の束縛から解放されている。 β人々

の利益と安楽のために各々1人l人で遊行せよ。 7よき教えを説け。非の打ち

所のない修行を示せ。 δ素質がある人も法を聞かないと墜落して仏法の障碍に

もなる。 E仏自身も曾ての成道の地へ行く予定である、という 5項目からなる。

要するに世尊の現状認識に基づく弟子達への指示と自分の予定を宣言したので

ある。以上の 5項は大衆部系の伝承 (r締本行集鰹』巻39:T.3. 835c-836a) 

にも認めれるが (Mv.III.415はずの項を欠く)制、〔根本〕説一切有部系の伝承

(CPS.21.1， SBV.148， r破僧事』巻6:T.24.130a， r雑阿含』巻39(1096) : T 
.2.288b)では7とδの2項を欠いてαとsとεの3項だけである40)。この 7

は仏自身が説き示す法(教え)の形容として@三蔵で百余回 (CSCDで検索)

も繰り返される定型文であって、「大品」でも後で見るもの (Vin.l.p.

3530-32) である。 δも党天勧請の際に党天が世尊に説法を請う文として、既lこ

見たものである (Vin.l.p.524-26:I諸法考(2)Jp.113参照)。して見るとこの 2項
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はここでは省いても差し支えないとも考えられる。そしてこれをを省く簡潔な

伝承が諸伝承の古い核を伝え、この話の古形を示している可能性がある。この

弟子達への指示 (β)と仏の予定(意志ε)とは、仏教の展開に大きな意味を

持つ出来事であると広く知られていたことを物語るかのように、上記の他のほ

ぼ全ての伝承が触れているのである400

このように世尊の判断と意志が示されると、悪しき魔 (Marapapimat)が

近づいてきて偽をもって語りかけ、世尊の判断αを否定する。それに応じて世

尊は魔の言葉を否定し、魔と世尊との備による対話となる。ここには4偶が並

んでいる。この魔との対話の最初の 2偶は少し後 (Mvg.1.13.2:Vin.l.p.22) 

でも各初旬の 1語を変更した形で繰り返されるのであるが、この最初の 2備を

含めて、この段は『相応部JI魔相応」の「第二縄索〔経JJ (S.4 Mara-
samyutta，1.5 Pasa(2): S.pp.I.105-106) とほぼ同一内容であり、漢訳の『雑

阿含』巻39(1096) (T.2.288b) とも対応する。但しその経初には、例の如

くに

『或る時、世尊はパーラーナシーの仙人住処・鹿野苑に住んでおられる。

そこでなるほど世尊は「比丘達よ」と、比丘達に語りかけた。「尊師様」と

比丘達は応じた (Ekarpsamayarp Bhagava Ba尚早asiyarpviharati 

Isipatane Migadaye. Tatra kho Bhagava bhikkhu amantesi: 

“bhikkhavo" ti.“Bhadante" ti te bhikkhu Bhagavato paccassosurp)oJ 

(S.I.10520田)

という l文が冠しである (r雑阿含J1096もほぼ同意)。この語句によって、

この説法と指示とが初転法輪の地において、しかも初説法の後しばらくして、

門弟である比丘達の相当数の集団ができた頃に行われたことが、明瞭である。

今まで見てきた律の伝承では、ここまでで比丘の数は60人にもなっていたの

であるが、大衆部系の伝承では初説法で入門した僅か五比丘だけである。すな

わち

『世尊は良き部類(賢部)の五人の尊者に語りかけるJ(Bhagavarp 

ayu号mantarp parpcakarp bhadra-vargiyanam amantayati Mv.III. 

4157) 

と。世尊は五人にそれぞれ別行動を許し、自分も一人で成道の故地付近の村

(Uruvilvayarp Senapati-gramakarp)を目指すとL、っている。これは孤立し

た伝承ではあるが、或いは古く遡るものかも知れなL、。

このように経(=法)の伝承には、仏の行動と教団における出来事について

の記録は殆どは欠落し、僅かに経初に仏の所在を示す l、2行にのみ痕跡が残
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されている。律の伝承は逆に仏の行動と教団における出来事について詳しL、。

仏伝(但し前半部)も主に律の伝承に含まれている。さてa>r律』の伝承では
ここに4偶が続いて出ている。後半の 2偶は、「相応部』の「魔相応Jの「意〔経JJ
(S.4 Mara-sarpyutta，2.5 Manasarp: S.I・p.lll)にあり、『雑阿含」巻39
(1086) (T.2.284c-285a) と「別訳雑阿含」巻 2 (25) (T.2.381 c-382a)に

対応する備がある。次にそれら 4偽を挙げておく。
〔魔Jrお前は天上の〔幹〕であれ人間の〔紳〕であれ、一切の粋(縛り縄)
に縛られている o (baddho'si sabba-pasehi， ye dibba ye ca manusa) 

大きな縛り日に縛られている。沙門よ。お前は俺から放れないよ、と。」

(maha-bandhana-baddho'si， na me samal)a mokkhasi ti) p， 
〔仏Jr私は天上の〔粋〕であれ人間の〔鮮〕であれ、一切の粋(縛り縄)
から放れている。 (mutt'aharp[S.mutto'harp] sabba-pasehi， ye dibba 

ye ca manusa) 

大きな縛り目から放れている。そなたは敗れたのだ。破滅を招く者(死

魔)よ。~ (maha-bandhana-mutto'mhi， nihato tvam asi antaka ti) 
(Vin.I.p.211215=S.I.p.10669) P2 

〔魔Jrおよそ何でもこの動き行く心は、天空を動き行く縛り縄だ。
Cantalikkha-caro paso， yv'ayarp carati manaso) 

それをもってお前を妨げてやろう。お前は俺から放れないよ、と。」

(tena tarp badhayissami， na me samal)a mokkhasi ti) P3 

〔仏Jr色、声、味、香、そして触れるものは、意を喜ばすものだ。
(rupa sadda rasa gandha， photthabba ca mano-rama) 

これに対して私の欲は離れ去っている。そなたは敗れたのだ。破滅を招

く者(死魔)よ。」

(ettha me vigato chando， nihato tvam asi antaka ti) (Vin.I.pp. 

2116-19二 S.I.p.111四 31) P4 

この 4偶は、⑨「魔相応」の「第二縄索〔経JJの備 (S.4.1.5Pasa(2): S.I.p.106) 

に同「意〔経JJ (S.4.2.5 Manasarp: S. I.p.11l)の 2偶を繋げたような形であ
る。この最初の 2偽を次のようにそれぞれ初旬の 1語を変更したのが、この

「大品」の次の次の段 (Mvg.1.13.2:Vin.I.p. 22)の2偽であり、さらに各偽の

第3句の 1語をも変更したのが、「魔相応」の「第一縄索〔経JJ (S.4.1.5.1 Pa 
sa(1): S.I.p.105)の2偶である。すなわち

Baddho'si Mara-pasena， ye dibba ye ca manusa; 

maha-bandhana-baddho [S.Mara-b.-baddho] 'si， na me sama♀a 
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mokkhasi ti 

mutt'aharp [S.mutto'harp] Mara-pasena， ye dibba ye ca manusa; 

maha-bandhana-baddho[S.Mara-b.-baddho] 'mhi， nihato tvam asi 

antaka ti (Mvg.1.13.2: Vin.l.p.，223134と S.4.1.5.1Pasa(1): S.I.p.1051417) 

太字で示したところだけが違っている。つまり上掲の訳文の「一切の幹」を

「魔の粋」に換えたのが、「大品J1.13.2 (Vin.I.p.2231-34) の偽の意味であり、
その上にさらに第 3句の「大きな縛り目Jを「魔の縛り目」に改めたのが、

「魔相応」の「第一縄索〔経JJの偏 (S.I.p.105山 7)の偽の意味である。これ
に相当する備は『雑阿含』には見当たらないようである。

この 4偽を順次に示すのは、『四分律」巻32(T.22.792c-)であり 4ヘまた

『仰本行集経』巻39(T.3.386a)では魔の第2の偶を欠く 3備を挙げている4九
MV.III.415-417では後の 2偶は時を改めた別の機会において交わされている。

しかし根本説一切有部の伝承 (CPS.21.1;SBV.I.149， r破僧事』巻 6:T. 
24.130b， r雑阿含』巻39(1096) : T.2.288b)では、最初の 2偏があるに過
ぎなL、。③原文を並べて見ょう(原文の下線部は Vin.lp.21の侶に相当する部

分を示す)。

〔魔Jrお前は放れていないのに放れたと思っている。どうして放れたと思
うのか。大きな縛り目に縛られている。沙門よ。お前は俺から放れない

よ。~ (amukto mukta-sarpjni san， kirp mukto 'smiti manyase/ 

maha-bandhana-baddho'si， na me sramaI_la mok号yase//) (CPS. 

21.1: III.45634; SBV.I. 14845) S， 
〔仏Jr私は天上の〔粋〕であれ人間の〔粋〕であれ、一切の粋(縛り縄)
から放れている。

悪しき者よ。このように知れ。ここにそなたは敗れたのだ。破滅を招く

者(死魔)よ。』

(rnukto 'ham sarー盟主主主ebhyo，ye旦ivy生yeca maI_lus時./
evarp janihi papiyarp， nihatas tvam ihantaka// (CPS.21.1: III. 

4571-2; SBV.I.14889) S24叫

〔魔Jrお前は放れていないのに放れたと思っている。どうして放れたと思
うのか。

大きな縛り目に縛られている。沙門よ。お前は俺から放れないよ。』

(amukto manyase mukto， kirp tu mukto ti manyasi! 
maha-bandhana-baddho s1， na me品ramaI_lamok号yasi!/ (Mv.III. 
41623) M， 
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〔仏)r私は天上の〔幹〕であれ人聞の〔幹〕であれ、一切の幹(縛り縄)
から放れている。悪しき者よ。このように知れ。そなたは敗れたのだ。

破滅を招く者(死魔)よ。J

(rnukto harp. sarva-p話ehi，ye divya ye ca mar;msaj 

evarp. janahi papiyarp.， !lihato tvam asi antakaj j (Mv.III.4165勺M2
〔魔)r俺がきっく結んだ縛り縄はお前の心に届く。
それをもってお前を縛ってやろう。お前は俺から放れないよ。』

(d:rclho nama maya paso carati manasarp. tavaj 
tena tvarp. bandhayi号yami，na me sramaI).a mok$yasi/ j) (Mv.III. 

4162-3) M3 

〔仏)r世間における五種の欲望の楽しみにおいて意は第六であると説かれ
ている。

それに対して私の欲は離れ去っている。破られ切り取られている。悪し

き者よ。

このように知れ。そなたは敗れたのだ。破滅を招く者(死魔)よ。』

(parp.ca-kama-guI).e loke manal)-号碍tharp.praveditarp.j 

tatra me vigato chand0， vidhvasto vinali-k:rtoj 
evarp. janahi papiyarp.， nihato tvam asi antakaj j) (Mv.III.416日)

M.45J 

上の 5，・ 52とM，.M2とは活用語尾の変更を除けば殆ど相違がなく、 P，・ P2

と比べると第l偶では前半偶が、第2備では第3句が変更されている。 Ms • 

M4とPS・P4を比べてみると、ともに最初の半偶 (2句)が異なり、 M4はP4

の後半備の中間に新たに 2句を加え増広されている。註記 (44，45)にも引

用したように、漢訳の諸資料は<E)(Pは 3.4)ではなく、⑤(5，.2，M，.2.3.4)に一致す

るところが多L、。どれが最古形を伝えるかは、容易に判断できない。偶は l句、

または 2句を単位にして変更や移動が見られる例が少なくなし、。 M4の初2句

に相当する半偶を冠する備が@経典の 2箇所において全く別の文脈において見

られる。

『世間における五種の欲の楽しみは意を第六とすると説かれている。

これに対して欲を離れれば、このようにして苦から放れる(解脱する)oJ

(Panca kãma-gur;~ã loke， mano・chatthapavedita; 

ettha chandarp. virajetva， evarp. dukkha pamuccati. S.I.3.10 

Enijari_gha: I.p.16"-12=Sn.171)46J 

と。そしてこの備は漢訳にも数通りに同様に伝えられている。

112 

諸法考 dharnmaの原意の探求と再構築ー(4)法と諸法と縁起

ここの「五種の欲望の楽しみ(五欲の楽)Jとは、五感(眼・耳・鼻・舌・身)

の欲望対象(色・声・香・味・感燭)の楽しみであり、それに対する欲を離れ

ると苦から放れ解脱するというのであり、五感に意(こころ)が加わって対象

の享受が行われるのである。その心を魔が縛り縄で縛るというのが、 M3の趣

旨であり、その縛り縄とは欲望であり、欲望の楽しみに対する意欲であろう。

それに対して M4では仏は五欲の楽に対して欲(意欲)を離れ去っている。そ

うであるから魔によっては縛られなL、。それゆえに「魔が敗れた」と言いうる

のである。

PsとP4の趣旨も同様であろうが、やや文学的表現になっていて、やや分か

りにくいようである。 P3では「何にでも動き行く心」が魔の縛り縄であるとい

うのであるが、 P4では意(こころ)を喜ばせる色・声・味・香・触れるもの

(感触)に対して「欲は離れ去っている」。つまり五感の対象に対して欲(意欲、

欲求、関心)がないという。それらに対して意欲も欲求も関心もないという人

(仏)を、魔の縛り縄で縛ることは出来なL、。そうであるから「魔は敗れた」

と言われたのである。魔は心を縛るものであり、欲望の類のようである。それ

がこのような文学的表現をもって詩に詠われたのである。この分かりにくさを

多少なりとも改めたのがM3• M4とその漢訳の備に見られる伝承であるかも
しれなL、。

以上のような詮索によっても、韻文(偶)が古くから固定して変化を受ける

ことが少ない、というような見方は支持されないであろう。ここでも半偶、 4

半偏単位の変更が多く見られた。最初の 2偏に後で別に伝えられていた 2偏を

付加したのが、上の見た4偶であるという推定は、これまでに見た諸資料から

帰結できそうである。また偽を増広する傾向も見られる。先に見たこの段の最

初の散文で述べられていた内容が、備で示されている伝承もある。

『四分律』巻32には、一切の幹(束縛)から解放されたという先のαの趣

旨が、散文では述べられないで、偶の形で2度に亘って

我己脱三一切 天及於二世間一汝亦脱三一切 天及於二世間一

(T.22.792c17-18) 

我今一切解三天及於二世間ー汝等一切解三天及於ニ世間一

(T.22.793a5-6) 

と示されている。『併本行集経』巻39では散文で説いた後に、 αとβとεの要

旨が

比丘我今度二諸苦一 己作二自利一復益レ他 所有多人苦未レ除 今須三為レ其

作二憐感ー

no 
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是故汝等比丘輩 各各宜臆二濁自行ム 我今亦復従レ此移 欲レ向ー頻螺爽落

所ー (T.3.386a12.15) 

という偽で述べられている。ここには韻文化の傾向が見られる。

この段の最初に見たように、このα(仏自身も弟子達も一切の粋から解放さ

れている)という判断をめぐって、魔との対話の形で4つの偽が示された。こ

れも韻文愛好の傾向を示すものである。仏は最初の認識と判断 (α)を魔との

対話を通して確認したという形になっている。魔は「大品」ではここに初めて登

場する。

魔とは何か。宮元啓一 (2005，p.139)は、「悪魔」とは隠語であって、「何

かと邪魔をしたり干渉したりしたがる世俗主義の人間(とくに、保守主義に立

つバラモンたち)Jおよび「出家の修行を脅かす自然現象」であると、繰り返し

断定している。

それには筆者は納得できない。上にも触れたように、確かに魔との対話は一

種の文学形式であり、魔は超人間的な存在のようでありながら、行者(仏、比

丘、比丘尼)の心を縛る欲望の類のようである。魔は行者の心の奥底に深く忍

び寄ってきて、行者の見方に反対する言葉を頃く。そして断固と反駁されると

自分の正体が見破られたといって、失望してその場で消え失せるという。ここ

でも仏が重要な判断や決定をした際に、近づいてきて、仏の判断を否定し反論

する O しかし仏によってそれが退けられると、魔は失意して消えたという。魔

の役割は、ここでも世尊に自分の考えを反省し確認することを迫る機縁となっ

ている。「私(仏)も比丘達も一切の粋から解放されているJという散文αで

世尊が公言したことが、魔の述べる偽 P，によって否定される。それに答えて

世尊が p，で魔に反駁することによって、最初の立言αが再確認され強化され

る。しかしまた P3で魔が別の視点から「何にでも動き行く心」が魔の縛り縄で

あると反論するのに対して、世尊が P4で魔に反論して、自分は五感の対象に

対して欲(意欲、欲求、関心)がないことによって、魔は敗れたと言い切るの

である。もしそんな欲があるならば、魔に縛られるはずである。魔は人の心に

潜む欲望と関係が深い。この対話の趣旨は難解であるが、この後の魔との対話

によって、人の心と魔との関係が暗示的に示される。この段の終わりは⑨伝承

では

「するとなるほど悪しき魔は「世尊は私を知る。善逝は私を知る」と、苦し

み、失意して、もうその場で消えた。J(Atha kho Maro papima janati 

marp Bhagava janati marp Sugato ti dukkhi dummano tatth' 

ev'antaradhayi) (Mvg.l.l1.2: Vin.I.p.212021)47) 
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という。この魔の消え方が特徴的で、超人間的である。ここに「保守主義に立

つバラモン」などの姿は見えてこなL、。このようにその正体が見破られるとた

ちどころに消え去るという魔は、一種の神的な霊的な存在のようである。しか

し魔との対話の内容とその意味を考えてみると、人の心に内在する欲望の類に

相当すると、ここでは解釈しておく。魔は日本においても今日に到るまでそれ

に近いような意味においても用いられてきた語でもある48〕o

中村元「ゴータマ・ブッダ 1Jは、

「ブッダになった人にも不断の誘惑や脅迫がある。ブッダもたえず悪魔の

誘惑や脅迫と戦わねばならぬJ(1992年版、 p.564)

と纏めている。これを宮元が「浅薄な人間主義という毒に冒された人Jという語

のもとに退けて、上に触れたように、悪魔とは世俗主義の人間(バラモンたち)

などを指す隠語であるという新説を繰り出す。私がこの宮元の見方に賛成でき

ない理由は、上に示した。上のような中村説はそんなに簡単には退け得なL、。

中村元は「悪魔相応」の25話は、 I~ 、ずれもさとりを聞いてのちの話であり、悟

りを聞く以前の話はひとつもな ~'J という指摘に基づいている。上の中村元の

要約に誤りはなL、。

ただ私なりの見解をさらに構築するとすれば、「諸法考(2)Jの「小結」で推定し

て述べたように、成道(悟り)後において世尊の生存の危機的情況が極まって

いくその最終局面において、党天の勧請という体験を経て、危機を脱して漸く

平常の日常生活に復帰してL、く、というような理解の延長線上において考えて

行くことになる。世尊の平常の日常生活といっても、本当のところは分からな

いところばかりであるが、諸種の伝承を整理して見てくると、分かつてくるこ

とは多少なりともある。

党天勧請のような体験の後の世尊の日常生活は変化の連続であったに違いな

L 、。生きるためには l日たりとも行乞は休めなL、。行乞には常にいろいろな配

慮も必要であったろう。説法の地を目指して旅を始めるといろいろな人にも出

会う。今まで見知らぬ土地を通ることになる。常に新しい経験をすることにな

り、新たな対応が必然的に避けられなし、。説法には新たに工夫が必要であった

であろうし、入門者ができるとその世話もしなければならなL、。仏は人生の真

実を悟り、煩↑歯(漏)がなくなった人であるといっても、次々に新しい事態に

対処するには、熟慮し判断し決断し実行して行かなければならなかったはずで

ある。新しい判断をした場合には、反省し再考することがあったはずである。

そういう場合に絶妙の機会を捉えて魔が出現して、語りかけて世尊に反省と再
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考を促すのである。世尊が決然と魔の言葉を退けたときには、世尊にはもう迷

いはなL、。魔の役割がこれで終わると、魔はすごすごと消え失せる。

私は上にも見た魔との対話の意味をこのように読めると思うのである。仏が

一切知者であるということと、仏が自分の判断や決断について反省や再考をす

ることが、矛盾するというものではあるまL、。仏は自分で制定した入門(具足

戒)の制度を改変したという伝承の記録もあるのである (Mvg.l.28.3: Vin.I.. 

p.56)。仏が悟りを聞いて後に、魔との対話が多く伝えられているのも、仏自

身の反省と再考を読み込む伝承者達の思いが、そういう文学形式に定着したも

の、と私は思う。多くの場合において魔はその見解を仏によって退けられてし

まうのであるが、最晩年に入滅(死)を勧める魔の言葉を受け容れて、 3月後

に入滅すると答えたという (D且pp.104-1 07)49)。

魔は世尊の話し相手であるようにも見えるように諸伝承が語っている。仏典

における魔の存在は、誰にも容易に窺知できない仏の心の世界を垣間見せるた

めの、一種の文学的手法となっているように思われる。この手法は仏典に陰影

のある深い味わいを与えることになったと思われるのであるが、そこには必ず

しも不自然な作為を感じさせなL、。恐らくは伝承者達において魔は近しい存在

であったのであろう。
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(具足戒を授け)る法式を指示する。

『比丘達よ。今度はお前達だけが、それぞれの方向でそれぞれの地方で、

出家させ入門させ(具足戒を授け)てよろしL、。そして比丘達よ。次のよ

うに出家させ入門させ(具足戒を授け)るとよろしL、。まず髪と髪を剃り

落とさせ、黄衣(袈裟)を纏わせ、一方(左)肩に上衣を着けさせ(右肩

を脱がせ)、比丘達の足下に礼拝させ、陣据して坐らせて合掌させ、「この

ように言いなさL、」と言うとよろしい。「仏に帰依し奉る。法に N。僧にへ

再びも仏に N。再びも法にへ再びも僧に九三度も仏に九三度も法にへ

三度も僧に庁」と O 比丘達よ。この三帰依による出家と入門(具足戒)を

許します。J(Mvg. I.l2.3-4: Vin.I.p.22s-22) 

とO この段は根本説一切有部の伝承 (CPS，SBV， r破僧事J)にはないが、『四
分律』巻32(T.22.793a921) と『併本行集経」巻39(T.3.835b27 _C26)には相

当箇所がある。この入門(具足戒授与)法式の制定がこの時期にあったという

ことはごく自然であると思われるが、諸伝承では、この後にも世尊自身は最初

の5比丘やヤサの場合と同じく、「来たまえ。比丘よ」と声を掛けることで済ま

せている。上に見た入門(具足戒授与)法式を、後に世尊が廃止して、四度告

示儀式(白atti-catutthakamma，白四掲磨)によって具足戒を授けることに変

更したと伝えられている。すなわち司会者が僧団に向かつて甲(入門希望者)

が乙を和尚として具足戒を受けたいと望んでいる、もし僧団に時機宜しきを得

ますれば、乙を和尚として甲に具足戒を授けます、と表明してから、僧団に三

度賛否を問い、三度異議がないところで具足戒を授けるというのである

(恥1vg.I.28.3同6・Vin.I.p.56)。

d 入門法式(具足戒授与法式)の制定

世尊が弟子である比丘達に各自別々に遊行して、仏法を説き広めることを促

したということを、見てきた。このようにして恐らく衣食住の問題は、各自に

負担することになったのであろう。しかし、次には、どのようにして新しい弟

子を入門させるかという問題が起こるのは、ごく自然なことであろう。

⑨「大品」は次の段において、この問題に直面したことを語る。

「ところがその時に、なるほど比丘達が様々な方向から、様々な地方から、

出家を望み (pabbajjapekkha) ・入門 (具足戒) を望む人

(u pasam padapekkha)たちを、「世尊が彼等を出家させ・入門させ(具

足戒を授け)て下さるであろう」と〔思って〕連れてくる。そこで比丘達

も出家を望み・具足戒を望む人たちも疲れる。J(Mvg.I.l2.1: Vin.I.p. 

211316) 

世尊が一人で黙坐していると、心の思案 (cetasoparivitakka)が生じて、比

丘達がそれぞれの方向でそれぞれの地方で、出家させ入門させ(具足戒を授け)

るのを許そう、と思う。そして夕方に黙坐から立ち上がって、この因縁、この

話題において、法話を語って、比丘達にその趣旨を言い、出家させ入門させ
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e 雨安居中の教え・魔との対話

世尊は雨期を過ごして (vassarnvuttho)比丘達に語りかける。

『比丘達よ。私は深く思念し深く正しく精励することによって、無上の解

脱を達成し無上の解脱を体験した。比丘達よ。お前達も深く思念し深く正

しく精励することによって、無上の解脱を達成しなさL、。無上の解脱を体

験しなさい。J(mayharp_ kho， bhikkhave， yoniso manasikara yoniso 

samma-ppadhana anuttara vimutti anuppatta， anuttara vimutti 

sacchikata. Tumhe pi， bhikkhave， yoniso manasikara yoniso samma-

ppadhana anuttararp_ vimuttirp_ anupapuI)-atha， anuttararp_ vimuttirp_ 

sacchikarotha ti. M vg.I.l3.1: Vin.I. p.222429二 S.4.1.5.1Pasa(1)， 2: S. 

I.p.1056-11) 

ηー
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とO すると悪しき魔が近づいてきて、世尊に語りかけるが、退けられる。

〔魔Jrお前は天上の〔幹〕であれ人間の〔幹〕であれ、魔の幹(縛り縄)
に縛られている。大きな縛り目に縛られている。沙門よ。お前は俺から

放れないよ、と。』

〔仏Jr私は天上の〔粋〕であれ人間の〔幹〕であれ、魔の粋(縛り縄)か
ら放れている。大きな縛り目から放れている。そなたは敗れたのだ。破

滅を招く者(死魔)よ。』

(Mvg. I.13.2: Vin.I.p.223134~S.4.l.5.1 Pasa (1)， 3-4: S.I.p.10514-17) 

すると魔は、「世尊は私を知る」と、失意して、その場で消えた、という。この

l段は、先にも見た「魔相応」の「第一縄索〔経JJ (S.4.l.5.1Pasa (1): S. 

I.p.105) とほぼ等しい。但し経初が「このように私は聞いている (eva叩 me

suttarp) Jに始まるが、雨期には触れず、また両備の第 3句の最初の 1語を

「魔の」とする点が異なる。

この両偏は先に見た「魔との対話」の p，と P2 (Mvg.I.11.2: Vin.I.p.211215=S 

.4.l.5 Pasa (2): S.I.p.1066-9) と僅かに相違する。上の散文の部分は根本説一

切有部の伝承 (CPS.，SBV.， r破僧事』巻6)にはなL、。しかしここは、前と
同じように魔との対話の続きであって、無上の解脱とは、あらゆる魔の粋から

放れている、つまり欲望を始めあらゆる煩↑歯から解放されていることを強調す

る趣旨であろう。「魔相応」ではこの経が最初で、先に見た経が後になっている。

註釈 (SA.I.1 7126-27) によれば最初の経が雨期中に (anto-vasse)説かれ、後

の経は雨期を過ごし終えた時に(vuttha-vassa-kale)説かれたのであるとい

う。もしそうだとすれば、⑨「大品」の順序は違うことになる。ともあれ「大

品Jでは世尊が旅立ちを告知しながら、なかなか出発しないのである。r{1弗本行

集経」巻39(T.3. 833b-836)では、入門規定の制定の後に雨期(坐夏)を過

ごし、各自に遊行し伝道することを指示して自分の旅たちを告示した後に、魔

との対話が交わされる。諸伝承に混乱があるが、旅立ちは雨期が明けた 9月末

頃以降と考えられる。その前にいろいろ決定すべきことを熟慮して判断し、反

省し確認して実行してから、世尊は旅立ったと伝えているのである O

f 遊び仲間違一団の改心と帰依(或いは出家・受具足戒)・自己探究の問題

世尊は予告していたようにパーラーナシーから出て、ウルヴ、ェーラー(ブッ

ダガヤー近辺)へ向かつて遊行に出る。この聞の距離は直線でも200加を越え

るから、その旅は半月或いは、 1月はかかったのであろう。ここでもその経路
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は何も伝えられていない。しかし一人旅するその途中(別伝では到着後)に、

逃げた女を探しまわっていた若者達の一団を教化した、という話がほぼ一致し

て伝えられている。⑨文では次のように始まっている。

『時になるほど世尊はパーラーナシーに好きなだけ留まってから、ウルヴェー

ラーの方に向かつて遊行に出かけた。その時なるほど世尊は道からそれで、

或る森の茂みの方に近づいた。近づいてその森の茂みに入り込み、或る樹

の根元に坐った。J(Atha kho Bhagava Baral)asiyarp yathabhirantarp 

viharitva yena Uruvela tena carikarp pakkami. Atha kho Bhagava 

magga okkamma yena annataro vana-sal)cio ten' upasankami， 

upasankamitva tarp vana-saI)-ciarp ajjhogahetva annatarasmirp 

rukkha-mule nisidi. Mvg.I.14.1: Vin.I.p.2315) 

この文は、旅の途中で道からそれで傍らの森に入り樹下に坐って休息したか、

或いは坐禅に入り眠想を始めたことを伝えている。世尊はただ一人であり、し

かも少しも急いでいる気配が感じられないのである。

根本説一切有部等の伝承では目的地に着いた後の話になっている。すなわち

『時に世尊はパーラーナシーに好きなだけ留まってから、ウルヴィルヴァー

のセーナーヤナ(セーナーヤニー)村の方に向かつて遊行に出かけた。順

次に遊行をしてセーナーヤナ(セーナーヤニー)村に着いた。時に世尊は

カルパーサ(綿)の森の茂みの方に近づいた。近づいて或る樹の根元に拠っ

て昼の休息のために坐った。J(Atha Bhagavan yathabhiramyarp 

Bara早asyarp vih:rtya y巴na-Uruvilva Senayana-(SBV.Senayani-) 

gramakas tena caryarp prakrantaνanupurveI)-a caryarp caran 

Senayana-(SBV.Senayani-)gramakam anupraptal)_/ atha Bhagavan 

yena Karpasa-(SBV.Karpasa-)vana-sal)claJTl tenopajagama/ upetyanya-

tararp v:rk9a-mularp nisritya nisil)l)o divaべriharaya.CPS.22.1; SBV. 
I.14918_22)50l 

と。⑨「大品」はこの森の名を挙げないが、⑨の伝承にもこの森の名 (Kappa-

sika -vana-saIlCla)は知られている。漢訳 (r破僧事』巻6:T.24.130b17，21) で

は「白林」または「白墨林」といい、原語(③ Karpasa-vana-saI)-cia，or 

Karpasa-; CEl Kappasika-vana-sal)cla)を逐語訳すると「綿の森の茂み」の意に

なるが、この意味もよく分からない。綿は背丈 1mほどになる草で栽培植物で

あり、大木のある森には育たなし、。そこは綿畑の傍にある林であろうか。以下

に見るように行楽地になるのであるから、人里にも程近い散策にも適した森の

茂みなのであろう。また⑨資料ではその位置は「ウルヴェーラーへ行く途中」
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とあるのみで、明確ではなL、51)。

尤もこの森がウルヴェーラーに近いという説 (G.P.Malalasekera，. DPPN) 

もあり、上引の⑦資料もその説を支持している、と見ることもできる。しかし

『五分律』巻15末 (T.22.107a15げ)では、世尊は鹿苑より次第(漸漸)に遊行

して婆羅林に到って樹下に坐った云々といい、その次の 16巻初 (T.22.

108a89)にウルヴェーラーに行くと告示している。これはこの森をむしろパー

ラーナシーに近いところと位置づけたことになる。綿製品 (kasika)で名高

いのはカーシ国 (Kasi，その都が Baranasi)であるから、綿に因む名のつい

た森もカーシ圏内で‘パーラーナシーに近いところであったのかも知れなL、。⑨

の伝承はその可能性を残しているかのようである。この詮索はこの出来事の行

われた森の名がほぼ一致して伝えられているけれども、その位置は明確に伝承

されていないことを示したことになる。

さて、その時に30人もの良い部類に属する仲間 (bhadda-vaggiya

sahayaka，賢部，賢衆)が妻を伴ってその森の茂みにおいて遊び楽しんでいた。

妻のいない 1人のために遊女を連れてきたが、彼女に逃げられて、皆で探し回っ

て、世尊を見て近づいてきて、尋ねる。

ral尊師さま。尊師は l人の女を見ませんでしょうか。J(api， bhante， 

bhagava ekarp itthirp passeyya ti) 

rb，若者達よ。またお前達は女でどうするのかね。J(Kirp pana vo， 

kumara， itthiya ti) 

ra，尊師さま。ここで私等30人もの良い部類に属する仲間が妻を伴って

その森の茂みにおいて遊び楽しんでいました。 1人には妻がL、ませんので、

彼のために遊女を連れてきました。すると、ね、尊師さま。私等が油断し

て遊び楽しんでいると、その遊女が荷物を持って逃げてしまったのです。

尊師さま。そこで私等仲間は 1人の仲間のためになることをしようとして、

その女を捜してこの森の茂みを歩きまわっているのです。J(Idha 

mayarp， bhante， tirpsa-matta bhaddavaggiya sahayaka sapajapatika 

imasmirp vana-sa.QQ.e paricarimha. Ekassa pajapati nahosi; tassa 

atthaya vesi anita ahosi. Atha kho sa， bhante， vesi amhesu 

pamattesu paricarentesu bha.QQ.arp adaya palayittha. Te mayarp， 

bhante， sahayaka sahayakassa veyyavaccarp karonta， tarp itthirp 

gavesanta， imarp vanasa.QQ.arp ahi.QQ.ama ti) 

rb，若者達よ O お前達はどう思うかね。お前達が女を求めようとするこ

とか、或いはお前達が自分自身を求めようとすることか、一体どちらがお
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前達にとって、より大切なのですかね。J(Tam kim ma白白athavo 

kumara， katamarp nu kho tumhakarp vararp -yarp va tumhe 

itthirp gaveseyyatha， yarp va attanarp gaveseyyatha ti) 

ra3尊師さま。私どもは自分自身を求めようとすること、これこそが私

どもにとって大切なのです。J(Etad eva， bhante， amhakam vararp 

yarp mayarp attanarp gaveseyyama ti) 

rb3若者達よ。それではお前達、坐りたまえO お前達に法を説きましょ

う。J(Tena hi vo， kumara， nisidatha， dhammarp vo desessami ti) 

(Mvg.I.14.2-3: Vin.I.p.23'3-25) 52) 

これに同意して彼等が坐ると、世尊は、これまでと同じように順々に説法する

と、その座において彼等に法眼が生じ(定型文A、B、C、0)、さらに彼等

は世尊のもとで出家し、具足戒を得たいと申し出て、「来たまえO 比丘よ」と世

尊は仰せられる o i法(教え)はよく説かれた。正しく苦を終わらせるために

党行(修行)を行えよ」と許される。それが彼等尊者達の具足戒であったとい

う(定型文E、X)。これは@の伝承であって、既に見たヤサの友人達の出家

入門の場合と全く同文である。この⑨の趣旨は『併本行集経』巻39(T.3. 

836c2S-837 c7) にはよく見られ、しかも彼等が阿羅漢になったという。『五分

律」巻15(T.22.107a22四)も簡潔ながら同様である。「四分律』巻32(主

22.793a'8-b'5)は同友の数は50人であるが趣旨は@に一致する。根本説一切有

部系の伝承では若者達の数は60人であり、簡潔ながら同様な対話の後に、同

様な説法に接して法を見、法を知って、入信し信者(優婆塞、!部波斯迦)となっ

たという (CPS.22.4-9;SBV.I.150311; r破僧事」巻 6，T.24.130b24-c'; r衆許摩

詞帝経』巻8，T.3.957b'015)。このように彼等が出家入門(受具足戒)したと

も、在家の信者となったとも二様の伝承があり、またその若者の数も一定しな

L 、。また類似の話がもう一つ加わる伝承もある問。

小結 展望と反省

1【自己探究が重要であるという教え】

この段の最も核心となるのは上引の遊び好きな若者達と仏との対話であり、

しかも仏の「女を求めるのが大切なのか、自分自身(自己)を求めるのが大切

なのか」という発問 (b，)と、それに対する若者達の素直な対応 (aS)は、

註(52)でも見たように、どの伝承でもその趣旨が一致している。この対話の

諸伝承において、あまり一致が見られないところは、若者達が逃げた女を捜し
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ているという経緯を話す箇所 (a2)であり、多くは長文である。そこが省かれ

ている伝承もある (r五分律』巻15)。

それに反して仏が自己を求めることが大事であることに、遊び好きな若者達

の注意を引き付けた、という、まさにこの一点が、この伝承の核心であると見

えて、全く異伝がなL、σ そしてその教え(法)の内容は、同じ四諦の教えであ

ると伝えられている。それはすなわち縁起・因果の理であり、それを踏まえた

修行道(八正道)である。

2【非我説(無我説)再考】

初説法では四諦の詳説の後の最後(無我相経)に、身心の諸要素(色、受、

想、諸行、識)のどれも、「無常であり、苦であり、変異の性(変易法)があ

るもの」であって、そのどれも

『これは私のものだ。私はこれだ。これが私の我(自我)だ (etam

mama， eso 'ham asmi， eso me atta; etan mama，時o'ham asmi， e号a

me atma) J (Vin.I.p.149.lo， S.III.p.6728-19; CPS.15.16-14， SBV.I.p. 

138ベAvS.lI.p.1695)
と見倣すことができない、と説かれた。そして

『これは私のものではない。私はこれではない。これが私の我ではない

(n' etarp. mama， n' eso 'ham asmi， na me so atta; naitan mama， nai号0

'ham asmi， nai号ame atrria)J (Viη.I.p.1425.26， S.ill.p.689円CPS.15.16-17，

SBV.I.p.1393.¥ Mv.III.pp.33814-15，3401I， Avs.II.pp.16911，1702) 

と見るべきである、という。つまり永遠・不変な自己(自我、我)が、身心の

諸要素(色等)のどれでもなく、それらのどれにも存在しないという非我(無

我)の教えが説かれたのである。

この中で、私自身が身心の諸要素(色、受、想、諸行、識)のどれでもなく、

身心の諸要素のどれも私の自我(我)ではない、ということには、納得せざる

を得ない。なぜならば、色・受等はいわば私自身の部分ではあっても、私自身

という全体ではないからである。

しかし色、乃至、識が私のものでない、ということは、実情に反するのでは

ないのか。実際は色は私の体外にも見えるので、私のものではない場合もある

が、自分の肉体の色は私のものといっても誤りではないであろう。受(感受、

感情)、想(想念、観念、概念)、諸行(心身の諸潜勢力)、識(認識、意識)

は私の内部(心)にあるのであるから、私のものでしか有り得ないであろう。

それら受等が、私だけではなく他人にもあるはずであっても、それは知ること
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が出来ないし、推知するのも容易ではない。諸行(心身の諸潜勢力)の中には

身体に属するものも、心に属するものもあろうが、これも私のものであると見

ることに誤りがあるとは、思われない。このような点は筆者も検討するのを忘

れていたのである。これについては、恐らくは色等は無常であると見ているこ

とが前提になっているのであろう。今1瞬前まで自分の体の l部分に視線が向

いて私が感知していた色も、或いは私の心の中に想い浮かんだ自分の体につい
イメージ

ての概念も、 1 瞬の後には過去に行き去ってしま~"もう今現在の私のもので

はなL、。今現在活動している私自身を私自身が知ることができないといわれて

いる。こういう観点から、色、乃至、識が私のものではなし¥ということが言

えるであろう。

「無我相経」の趣旨には、このような疑問点があるにもかかわらず、ここで

は、このように「色等が私のものではない」と見るべきであると教えることに

よって、それらを厭い、執着を離れ、解脱すべきことを教えていたのである。

ともあれ、ここでは自己の存在が、身心の諸要素(属性)に解消されてしまい、

しかもその諸要素のどれもが自己(我)ではな~"自分(私)のものではない、

と繰り返されたのである。身心の諸要素というのは、これまで見てきた諸法で

ある。その諸法の中のどれもが、自分(私)のものではないし、自己(我)で

はないというのである。それでは私といい、自分自身とも自分とも自己ともい

う、私という主体はどうなるのか。諸法と私(主体、自己)との関係はどうな

るのか。この点は原始聖典において明確には説かれていない。

原始聖典には非我説・無我説を示すもう一つの定型文がある。それは色等

(五議)の一々について

『色を自分自身(自己、自我)とは見ず、或いは自分自身(自己、自我)

は色を有するとも〔見〕ず、或いは自分自身(自己、自我)の中に色を

〔見〕ず、或いは色の中に自分自身(自己、自我)を〔見〕ないJ(na 

ruparp. attato samanupassati， na rupavantarp. va attanarp.; na attani 

va ruparp.，. na rupasmirp. va attanarp.. S. III. pp. 417-18， 1711.12， 574， 9726.29， 

11431.33) 

と繰り返す見方である。ここでは色等と自分自身との関係を4種に分けて、そ

れらの関係を否定する。さらにこの後に

『私は色である、色は私のものであると捉われているのではない』

(Aharp. ruparp.， mama rupan ti na pariyuHhatth匂rihoti. S.III.pp. 
4山 8)

という 1句を加える例があり、色等と私の関係が否定されている。しかしこの
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ように観るということは、その都度に自分ではない諸法(諸要素、諸属性)を、

「自分(我)ではなLリと否定することを介して、まさしく自分自身(わたし)

を自覚することになるのは避けられないであろう。

しかし漢訳の「雑阿含』では、上に相当する文は、いずれも「非レ我、不レ

異レ我、 不二相在一JCT.2.5a，b，6b，7a，b，15a，l9c，21 b，c，22b，66a，68b，l19a，240c， 

347c)、「非レ我、非レ異レ我、不二相在一JC T.2.21 b，36c，42b，43a，48b，c，50c，51a， 

52c，53a.)または「不レ見二色是我一、不レ見二色異下我、不レ見二我中色、色中我-J
CT.2.151a吋という文で出ている。ここでは色等は「我とは異ならない(不レ

異レ我)J、または「我とは異なるものではない(非レ異レ我)Jというのであり、

我(自分、私)と色等(五議)との相関関係が語られており、我(自分、私)

は肯定されることになる問。

ところで、「私」といい、「自分自身」とも「自分」とも「自己」ともいう語

を用いない言語表現もあり得ないし、日常生活においても私といい、自分自身

とも自分とも自己ともいう語を必要としている O 特に⑨語や③語で表される言

語においてはそうである O 言葉を発する限り、私といい、自分という一人称の

表現は避けられない。戒を保ち、善を行い悪を避けるためには、自分の行動に

ついて常に反省し自戒し自覚していなければならなし、。自分の身・口・意の行

為を反省し、自覚的に生きる上では、他人のものと私(自分)のものとを区別

し、他とは違う自分を明確に意識していなければなるまい。そうであるなら

「私」と「自分」という語と意識を離れることは、あり得ないように思われる。

他人のものと私(自分)のものとの区別が意識されずに用いている場合には、

「与えられぬ物を取ること(倫盗)を離れる」という戒も、それを犯す罪も成立

しなL、。自分がしたのか、他人がしたのかが明確に意識されていなければ、

「殺生を離れる」という戒を犯したかどうか、罪を問うことができなL、。

僧団においては毎月 1遍の反省会(布薩 uposatha)、年毎の雨期明けの反

省会(自恋 pavara♀a)を行い、戒を犯した者は告白し憐悔することが制度化

され、また僧団がその成員の罪を判定し、その処分をするようになる。そうな

ると、ますます「私」と「自分自身」をどう考えるか、という問題が問われると思

われる。先に見た最初の魔との対話の場合にも、世尊は「私はJCaham) と

明言している。

そうであるにも拘わらず、私や自己の問題は、肯定的な文脈において解明さ

れることは、極めて少ないのである。これは不思議なことである。

ただ、ここでは全く例外的とも見えるのであるが、真にあるべき自分自身

(自己)の追究、すなわち我(自我(E)attan，⑤atman)の探究を課題としてい
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る。そしてその教え(法)の内容は、同じ四諦の教えであると伝えられている

のであって、縁起・因果の思想を逸脱するようなことは、思うに決しであるべ

くもないはずである。

これまでに見てきた諸法の意味と、「無我相経」等に見るような、諸法(色等)

に対して「これは私のものだ、私はこれだ、これが私の我(自我)だ」とは見

ないというように、私のもの・私・私の我(自我)を諸法の中に見ないという

教えと、今の自分自身(自己)の探究・追究とは、矛盾しないのか。矛盾や疑

問は気づかれなかったのであろうか。日常的な無自覚的な自分の存在を諸要素

(諸法)に分解し、解体してしまって、それらの諸要素のいずれにも私も私の

自己・自我もないと見で悟るところに、自分自身(自己)の探究・追究が尽き

るのであろう。

しかし改めて何故に、如何様にして、更にどのような典拠によって、非我

(無我)の教えと自己の探究とは矛盾なく、整合的に解明されていると言える

のか。というと、原始聖典に明確にその回答が出ているわけではなL、。聖典に

その解釈のための微妙な糸口があるにしても、明快にその論理を再構成するこ

とが難しいのである。自己の探究の教えが極めて少なく、しかも余りに簡潔に

過ぎるのである O

これまで見てきたように、仏の教え(法)は自己の探求であり、解明であり、

究明である、という視点は暗黙の前提ではあったであろうが、明言されたのは

ここが最初であるように伝えられている。しかし四部・四阿含のような経蔵の

中では、「四衆経」を除けば、この伝承はないのである。とはいえここは極めて

重要な伝承記録であると思われる。

自我(我、魂⑤atman)の探究は、吉くよりインド思想の伝統である。仏

教も例外ではあり得なL、。ただその自我の捉えかた、理解の仕方が独特であり、

独特の思想の発展を見せているのである。インド思想では大体において我(自

我、魂)は永遠不変な実体的な存在であるという見方が主である

これに対して、仏教では、自己(自我、我、私自身)の存在が複数の無常な

諸要素(諸属性、すなわち諸法)に分解されてしまい、本来自我という独立の

存在が認められていたのかどうかさえ、最初期の仏教においては明確ではない

のである。いま「自己(自我、我、私自身)の存在が複数の無常な諸要素(諸

属性、諸法)に分解され」と言い切ったが、実は自己の存在が複数の無常な諸

要素(諸属性)から成り立っていると、私なりに再解釈し、再構築した上での

表現に過ぎないのである。原始聖典の原典にそういう意味が明瞭に示されてい

るわけではない。しかもそういう解釈を排除した形跡がある刷。そうして、や
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がて、いわゆる我(自己同一性がある自我、主体)がない(無我)という思想

として体系が構築されてきたと考えられる。そしていわゆる我とは心であり、

いわば意識に過ぎないともいわれるようになる。その心といい、意識(識)と

いうのは、無常であり剃那に滅する現象的なものである。この問題はしばしば

筆者は論じてきているが、また改めて考察したしゃ7)。

3【自我(自分)意識は想像力による再構成か?自分自身は常に変わり続ける】

まず自分自身、自己、自我、我という語をめぐって、私自身の邦語の語感を

頼りに少しばかり考えてみたい。まず私にあっても自分というのは、何も自我、

或るいは我という不変な存在というのではなくて、寧ろ剃那にも変化し消誠し

転変する現象的な自分であって、普段は有るのか無いのかさえ意識に上らない

で済むのである。自分を意識する瞬間という方が寧ろ少なくて、自分を意識し

ない時聞が遥かに多いと思われる。自分を意識しない聞にも、自分はずっと自

己同一性を保って存在していたと想像することはできないわけではないが、必

ずしもそう想像する必然性は何もないと思う。寧ろ自分自身がいつの間にか変

わっていくという方が、実感としてより理解しやすいのではあるまいか。

尤も自分自身がいつも全く自己同一性を保てないのであるならば、極端な場

合には、社会生活にも支障を来たし甚だ困った存在になってしまうかもしれな

い。しかしそれほどはひどいのではない場合を考えていただきたし、。自分の言

行に責任を持つことが、社会生活において要請されるのは、常識ではある。そ

れにも拘らず、言行に責任を持つことが、容易ではなく、約束を違えないよう

にするには、大抵は相当に努力を要することがあるのである。なぜか。世情も

環境も変わるだけではなく、自分自身が変わりやすく、常に変化し続けている

ということが大きいと思われる。無自覚的であれ、自覚的であれ、ものの見方

や考え方が変わるのである。知識も能力も価値観も、信条も正義感の基準も、

好悪の判定方法も、視覚、聴覚、味覚触覚、体感等も変わっていく。私が或る

人を同じ傾向を保持して変わっていないと思っていても、実際にはそうではな

くて、予想に反して変わっていることを思い知らされることなどは、よくある

ことである。自分を次々と変えていく人には困ることもあろうが、全く変わら

ない人にも問題がないわけでもあるまL、。人は変わっていくものであるという

ことは、よく知られたことであろう。変わるということは無常であるというこ

とである冊。

さて問題を元に戻して、自分が自分自身を意識しない場合について考えてみ

よう。その場合にも自分は一貫しであるはずである、と考えることは、勿論想

像できる。特に対人関係はこのような想定の上に乗って維持されるであろう。
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自分を意識しないでいる聞には、自分を対象にした自分という思い、つまり自

我意識・自分意識がない、ということが出来よう。そのときにも自分という思

いは潜在意識の中に潜んでいるのかも知れないと感じたときには、もう自分と

いう思いが出てきて自我意識が顕れた後であって、自我意識をめぐって思考を

めぐらしているのである。潜在意識が変化するのかしないのか、というような

ことは、誰も自分で確認できることではないであろう。今は確認できることを

吟味したL、。自分を意識しない時間には自我意識はないのであって、そのとき

には自我意識の対象であり自我意識そのものともいうべき自分はない、と考え

てはどうであろうか。勿論その間も私が生きている限り、生命現象は続くので

あり、身心の活動は絶えることはなL、。例えば熟睡中には意識はないが、いの

ちは続き、身心の活動も絶えてはいないから、覚醒したときに熟睡したという

意識が残るのであろう。しかし熟睡以外にも何かに夢中になって専念している

時とか、またはその反対に何をするということもないような日常の茶飯事のう

ちに漫然と時が過ぎていく時などにおいて、「私が、私は」と自己・自分自身

を意識することもなく、自己意識・自我意識がない時聞があり、或いはそのよ

うな状態が続くこともある。我々はいつも常に自己や自我を意識しているわけ

ではない、といってよいであろう。

特に日本語で話したり書いたり考えたりするときには、 1人称の代名調を省

き、話し或いは書いている自分自身を目立たせないように配慮することが、寧

ろ普通であろう。自己・自我を意識することを避けようとする傾向のある文化

のなかに、我々は生きているように思われる。そのように自我を意識しない、

自己(おのれ)を忘れているような時には、自分もなく「私」もない、と自分

で思う分には何の差支えもないであろう。自分を意識しない聞に自分自身が大

いに変化していることが、後々に気づかされることもある。また自分を抑制し、

また自分を変えようとする努力を試みるとき、また自分自身で自分を大いに反

省する聞に自分がすっかり変わっていき、新しい自分を発見するような経験と

もなることがある。こうして考えてみると、固定的不変な自己、或いは自我と

いう考え方が、我々の実状に即しているとは言えないとも思われてくる。そう

ではなくて、自己・自我を意識しないで済むような情況の中に我々は生きてい

ると思われる。固定的不変な自己、或いは自我とは、架空な幻想か願望か信仰

か約束のような想像・思考の所産であるかもしれなL、。自分自身は無常で変わ

り流動しているのであり、その自分自身の生存を可能にしその存在を構成して

いる諸要素・諸属性(すなわち諸法)が無常なのである。

【結び】初期仏教の自己・自我をめぐる思考も、上のような考察から解明の
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糸口が求められないか。尤も@語や、⑤語の場合は、日本語とは違って、 1人

称を明確に表し、自分自身(自己、我、 atman)を意識しやすい文体を構成

する。しかしながら原始聖典は寧ろ自分自身・自己・自我を意識しないような

思考法と表現方法を構想したと思われる。それにも拘らず、自分自身・自己を

追究することが重要であることを、上に見た諸伝承が語っている。さらに自己

(自分自身)を拠り所とし法を拠り所とすべしと、仏が入誠を前にして教えた

主いう (D.II.p.l0020.22， S.V.pp.1545.6，1631O.1l; D.III.pp.587.8，774.5， S.III. p.428.9)。
この他『ダンマパダJ(Dhαmmaタαdα=Dh，法句経)には、「自己の章 (AUa-

vagga， Dh.157-166)Jがあって、自分自身(自己)を護り慎み、制御し、正

しくすることが教えられている 59)。

非我(無我)説と自己の探究との関連をどう考えるのか。これは諸法と自分自

身(自己)との問題に尽きるであろう。このような考察もさらに深めたL伊)。
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欲所有過患。讃下歎出家濁慮ニ山林一。思惟観察断主諸煩悩ー。演ニ説庚大微妙之法ー。

開示令レ解。

『衆許摩詞帝経』巻8(T.3.955a'-7):爾時世尊謂z耶舎一目。布施持戒生天之因。

雄二五欲自在一輪週未レ断。勿下以ニ天福一心生中喜築上。

『四分律』巻32(T.22.789c'-') :世尊漸輿説レ法。動令レ愛二歓喜心一。所謂法者。

布施持戒生天之法。阿二欲不在許ー。讃ニ歎出離ー為レ集。

『締本行集経』巻35(T.3. 817b山'):爾時世尊。見三耶輸陀創二一面ー己。即便為レ

其次第説レ法。所謂説ニ於布施之行。持戒之行復説ニ生天因縁之行。五欲罪患。諸

漏未レ蚕。尚有ニ煩悩ー。讃ニ歎出家清告書之法一。

13) CPS.16.13， SBV.I.l40品目:Yadainarp Bhagavan adrak号iddh将ta-cittarpka1ya-

cittarp， mudita-cittarp， vinivaralJa-cittarp， bhavyarp， pratiba1arp samutkar平ik-

irp dharma-de勾namajnaturp. 

『椀本行集経』巻35(T.3. 817c則 8):世尊知下耳目輸陀心己生ニ歓喜ー。巳生ニ希有心一

得二柔軟ー。心無磯堪t可レ受レ法。これに栴当する漢訳文は他には見出しにくい。

14) CPS.16.12， SBV.I. 140'0-141': tada ya sa (SBV.-asau) buddhanarp bhagavatarp 

samutkar号iki dharma-desana tad-yatha: dul).kharp， samudayo， nirodho， 

margas catvary arya-satyani vistarelJa sarpprakasayati. 

Mv.III.40817-4091・bhagavacatvary arya-satyani prak話ayatij (ここには②

samukkamsika dhamma-desanaに当たる語句はない)。
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15) Ju1es B1och， Les Inscriptions d'Asoka， Paris 1950， p.154;村上真完・及川真介

『仏と聖典の伝承仏のことば註ーパラマッタ・ジョーティカ一一研究』春秋社、

1990年、 pp.230-233(村上稿)。この書でも紹介したように、これがSn.IV.14

Tuvataka-suttaを指すという説もある。 しかしそれでは samukkasse<

samukkarpsa < samutkar切に類する語がその経に出ていないので、その説明が困

難になる。

16)村上「諸法考(3)Jpp. 110-111， 120.また村上 (2007b)pp.249-254. 

17)村上 (2007b)I仏教における法の意味 sabbarp tarp nirodha-dhammarp考一」

(r印度哲学仏教学』第22号)p.252。ただし『傍本行集経』巻36(T.3.819c'l-'叩

即於=坐中ー。遠二離塵垢ー。乃至所有一切集法。皆悉得レ知。及滅相法。亦如賓知。

誓如下浮衣無レ有ニ垢賦ー。入ニ於汁中一。正受中其色上。知レ是如レ是。彼四長者郎於ニ坐

慮ー。乃至得レ知二一切結惑ー 集滅相法。如賓謹知。ここには、法限の語は省略され

て見られなわが、⑨の定型文に近い趣旨が見られる。

18) CPS.17.12 (SBV.I.l43には欠): dr号ta-dharmaprapta-dharma vidita-dharma 

paryavagaciha-dharma tirlJa -kailk号ast1町a-vicikitso'para-pratyayo'nanya-

neyal).鈎stul).釘sanedharme平uvaisaradya-praptahjutthayasanad ekarpsam 

uttarasa白garpkrtva yena bhagavarps t疋nanjalirppralJamya bhagavanta:rp. 

idam avocetj r四分律」巻32(T.22.789c'5-26) :即於ニ座上ー諸塵垢量得ニ法眼浮ー。
見レ法得レ法成二癖諸法。 自審得レ果謹己。前白レ併言。『五分律』巻15 (T.22. 

105b'悶):彼即於ニ坐上-。遠レ塵離レ垢。得二法限海ー。見レ法得レ果。見レ法得レ果巳。

『締本行集経』巻35(T.3. 818b19-21) :渡ニ煩悩海ー。越ニ諸郭磯ー。無ニ復疑1(.¥-。到二

無レ畏慮。不ニ従レ他開。於ニ世尊遁}。得レ聞ニ法教ー。『衆許摩詞常経』巻8(T.3. 

955c山 1):於レ是倶梨迦復白レ傍言。我今住レ家願二悌垂下戒。

19) CPS.17.13 (S万V.I.l43には欠): abhikranto 'harp bhadantabhikrantal).j 

20) CPS.17.13 (SBV.I.l43には欠): e号o'harp bhagavantarp sara早arpgacchami， 

dharmarp ca， bhik号u-sa白gharpcaj upasakarp marp dharayadyagre平ayavaj-

jivarp p尚早δpetarpsara早a-gatamabhiprasannamj r四分律』巻32(T.22.789 
c'四):我今蹄ニ依悌一蹄二依法一陽二依イ首ー。唯願世尊。聴レ為=優婆塞ー。自レ今日去章二

形毒。不二殺生一乃至不二飲酒。『五分律』巻15(T.22.105b27) :受二三自蹄一次受二

五戒ー。『悌本行集経』巻35(T.3.818げ四): :到二無レ畏慮ー。不二従レ他問。於二世尊

謹一。得レ聞二法教ー。『衆許摩詞帝経』巻8 (T.3.955c刷'):我今踊ニ依悌一騎ニ依法}

煽ェ依僧伽一。

21) r四分律』巻32(T.22.789c'8-29) :是為二最初優婆塞三自腸ー耶輸伽父為レ首。『五分
律』巻15(T.22.105b27-'8) :是為下諸優婆塞於二人中一耶舎父最初受中三蹄五戒上。『傍
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本行集経』容35(T.3. 818b'悶):爾時人間彼大長者。最在二初首ー。為三優婆塞-c

人身之中。以二三白一成二三蹄依-者。謂耶輸陀善男子父。『衆許摩詞帝経」巻 8 (T. 

3.955c'6) :嘗レ為二世間第一優婆塞。

22) CPS.17.14， SBV.I.14356: asmin khalu dharma.paryaye bha号yamal).e'gra悶

kulikasya gcha-pat巴rvigata-malarp dharme号u dharma-cak:;mr utpannam/ 

Yasasya ca (SBV. Yasasal:l sarvala白kara-vibhu号itasya-)-anupadaya-

asravebhya品cittarpvimuktarp. (前半が上の⑨伝承と異なる。前掲②文の前半に

相当する文がなし、)0 r破僧事」巻6(T.24.129b89):世尊0 ・・・乃至令三彼長者得」預
流果ー。其子耶舎。猶著俗時種種珍賓荘巌之具ー。得二阿羅漢果ー。『四分律』容32

(T.22.790c29-791a3) :爾時世尊。輿二耶輸伽父説レ法。時耶輸伽身漏蓋意解。得二無

磁智解脱。爾時世間有千七羅漢。弟子有レ六 俳為レ七。「五分律』巻15(T.22. 

105b四):耳目舎聞三{弗為レ父説四真諦法ー。漏重量意解。『備本行集経』巻 35(T.3 

818b品勺:其耶輸陀善男子。父於ご説レ法時。如レ是謹見。如レ是観行。得二於道跡ー。

見二漏皆表。一切法中。心得二解脱-c

23) この文は②の伝承に特有のようである。しかし次註にも見るように、他の伝承でも

同様のことが合意されており、世尊は神通を停止されている。なおこの②文の最初

を、宮元啓一『仏教かく始まりき パーリ仏典『大品』を読むJ(春秋社， 2005年)

は、「ヤサは、過去世に出家だった時のようにJ)云々と訳しているが、「過去世に」

とは考え過ぎで「以前にJの意味であり、「出家だった」ではなく「在家だった

(agarika-bhuto) Jである。

24) CPS.17.20， SBV.I.14313.20: kirp manyase， gahapate， yenedanim 必aik:;;el).a

jnanena-asaik:;;el).a darsanena catvary arya-satyani abhisamitani/ [SBV. tad 

yathaJ duりkharp，samudayo， nirodho， margal:l/ api nu sa punar api gchi 

gcham (SBV. agaram) adhyavaset sarpnidhi-kara-paribhogena va kaman 

paribhunjita [SBV. iti]. r破僧事」念6 (T.24.129b1617):於レ意云何。頗有下己得
無事智見て謹四諦法。彼人還レ家餐吐食上不。「四分律』巻32(T.22.790a7'O) :云

何族姓子。墜レ智墜レ道諸塵垢蓋得二法眼浮ー。彼作二如レ是観一己。有レ漏心得二解脱ーo

云何長者。汝巳捨レ欲還復能習レ欲不耳目。『五分律』巻15(T.22.1 05C23) :若人解一腕

於漏。寧能還受レ欲不。『締本行集経」巻35(T.3. 818c9.11) :汝大長者。於レ意云何。

若有二皐人。己撃二諸智一。己準見レ法。彼間レ法時。謹二知漏章一。心得ニ解脱ー。彼若

遁レ心入二於本家ー。能更復受一五欲ー以不。『出曜経』巻29(T.4.769b811) ・云何長者。

如レ有二修行之人。本在二撃地愛欲未レ輩。後得二無皐離一於主要地。欲レ使下無撃之人

習中於皐t法。於二長者意云何為レ可レ爾乎。

25) r四分律』巻32(T.22.789cり):我欲下於二如来所ー浮中修党行上0 僻言。比丘来。於-
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我法中ー快自娯楽。修二党行謹二苦源ー。 時耶輸伽。即受二具足戒ー。『五分律』巻15

(T.22.105c67) :世尊。願輿我出家受二具足戒。悌言。善来比丘。乃至鉢孟在レ手。

亦如二上説ー。 n弗本行集経』巻35(T.3. 819a48) :唯願世尊。輿二我出家ー。受ー具足
戒。爾時悌告二耶輸陀子言。善来比丘。汝今於二我所レ説法中ー。行二於党行。正謹二

諸漏ー。併説レ是巳。時其長老耶輸陀身。即成二出家。得一具足戒ー。③資料では後で

見るヤシャの弟遠の言葉があるが、@文とはかなりに栢違する:CPS.19.5， SBV.I. 

147'": labhemahi vaya甲， bhadanta svakhyate dharma-vinaye pravrajyam 

upasarppadarp bhik:;;u-bhavam/ car巴mavayarp bhagavato‘ntike brahma-

caryam/ 

26) CPS.17.26， SBV.I.14312:ともに出家・受戒の話はなく、ただ「その時に 6人の阿羅

漢がおり、そして世尊は第7であるJとあるor破僧事』巻 6 (T.24.129b3) では、
その趣旨が世尊の説いた偽の後に直ちに述べられる。

27)前註18を見よ。

28) この偽がここにある必然性は文脈上は明瞭ではないが、この後にはヤシャが阿羅漢

と認められており、特に「破僧事』巻 6 (T.24.129b3) では「於ー是時中。世間

有ー七阿羅漢。{弗為第一一」という文が、この偶の後に続いている。

29) この備の解釈については、後で見る Dhαmma-padα=Dh.141とその註釈 CDhA.III.

77-78)を参照したovotkutuka田prahal).arpは⑨ukkutika -ppadhanarpに対応し、

ukkutika-bhavena araddha-viriyarp (跨っていることによって始められた努力

DhA.III.78')の意である。

30)法救 (Dharma-trata)撰といわれる維祇難等誇『法句経」巻上万杖品第十八 (T.

4.No.210，565a'4'引雄二保努レ髪長服草衣 休浴路下石奈二凝結ー何。法矩共法立諜

『法句警輸経』巻第 2万伎品第十八 (T.4.No.211，592b34) 上と同文。『出曜経」巻

29党志品第三十四 (T.4.768C 14_15)・所謂楚志不三但{果形 居レ験臥レ糠名為了楚志一o

天息災諜『法集要領経』巻4党志品第三十三 (T.4.No.213，798a'-2):所謂党志者

不下但在二裸形ー居レ険臥二荊糠 而名為中党志上0

31)維祇難等誇『法句経』谷上万杖品第十八 (T.4.565b2021)白巌以レ修レ法 減損受二

浮行 杖不レ加一群生 是沙門道人。法矩共法立誇『法句警輸経』谷第2万佼品第十

八 (T.4.No.211，592b) には欠く。『出曜経』巻29党志品第三十四 (T.4.769a45，

769b'に17) :棄レ身無レ猪 不レ諭二異言 雨行以レ除 是謂二死志。天息災誇「法集

要領経』巻4党志品第三十三 (T目4.798a34):棄レ身無二依侍ー不レ諦異法言 悪法而

重量除是名為二党志。但し後の 2経の備は最後の旬以外は全く Dh.142や Udv.33.2

と一致するところがない。

32) r出家事』巻4 (T.23.1036b20.27):露形輿二長髪 塗レ灰井断食。地レ臥深二浴身 跨
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据及邪念。此等諸邪法終不レ免二生死。唯除i真妙法荘巌於白身ー。正見住ー思惟ー

嘗レ断一貧膜等。慈悲行喜捨有情命不レ断。勤修二於墜慮 此是真沙門。亦是婆羅

門 是*大悲舞生。[*底本:不 r奇麗蔵本によって改める。]

33)平岡聡「ブッダが謎解く三世の物語「ディヴィヤ・アヴァダーナ全訳JlJl下、大蔵

出版2007、pp.13-14(和訳)， 37 (注204原文)参照。

34) CPS.18.10: atha khalu bhagavan ayu平matoYasasya mahallikafl1 pural)a-

dvitiyafl1 ca dharmya kathaya sandarsayitva samadapayitva samuttejayitva 

safl1praharayitva-utthayasanat prakrantal)/ SBV.1451 5_18: atha bhagavan 

ayumato Ya匂so mahallikafl1 pural)a-dvitiyafl1 ca dharmyaya kathaya 

sandarsya samadapya samuttejya safl1prahar$ya utthayasanat prakrantal)/ 

『破僧事」巻6(T.24.129c1211):爾時世尊。即為説レ法示レ教利レ喜。…如来爾時。

重為説レ法却便而去。『四分律』巻32(T.22.790b57) :時世尊。輿二耶輸伽母及其本

二説レ法巳。即従レ坐起而去。『五分律』巻15(T.22.105c16汀 ) :爾時世尊為二耶舎母

翠家大小一。説種種妙法示レ教利レ喜。『衆許摩詞帝経』巻8(T.3.956b7) : f弗却化レ

利令二心歓喜一on弗本行集経』巻36(T.3.819b山 6)・爾時世尊即従レ坐起。
35) r四分律」巻32(T.22.790b8_9) :一名無垢。二名善管。三名満顔。四名伽党婆提。
『五分律』容15(T.22.105c1920) :ー名満足。二名善博。三名離垢。四名牛主。『併

本行集経』巻36(T.3. 819b25η-第一名毘摩羅(陪言無垢)。其第三者名修婆喉

(陪言善管)。第三名為一富蘭那迦(陪言満足)。第四名為二伽婆践帝(陪言牛主)。

『中本起経』巻上 (T.4.149b1011) :ー名富樗。二名惟摩羅。三名矯炎鉢。四名須陀。

しかし根本説一切有部の伝承ではこの 4人は同じ長者の第2子、ないし第5子であ

り、ヤシャの弟達であるように記されている (SBV.14622・dvitiyaagra-kulika 

putras trtiy品 caturthaりpa白camaagra-kulika-putraち)。③ (CPS.19.1; SBV 

.1462223) では Purl)a，Vimala， Gavafl1pati， Subahuという。『破僧事』巻6(T 

24.129c山 6):其第二長者子。名目二富楼那ーo 其第三長者子。名日二無垢ー。第四長

者子。名日二騎党抜提。第五長者子。名目二妙肩。『衆許摩詞帝経」巻8(T.3.956 

b回目):ー名布嘱努。二名尾摩羅。三名識鍵鉢帝。西名蘇摩斜。

36) CPS.19.1; SBV.1462425: Yaso 'gra-kulika-putral) (SBV. Yasa agra-) kesa-

smasrUl)y (SBV.-smasrv) avatarya ka$ayal)i vastral)y acchadya samyag eva 

sraddhayagarad anagarikafl1 pavrajital) (SBV.-a iti) / r破僧事』巻 6 (T. 
24.129c12.13) :第一長者子耶合剃二除髪髪一被二於法服ー随二{弗世尊ー而作弟子ー。「衆許

摩詞帝経」巻8 (T.3.956b町内.彼耶合投レ{弗出家謹二羅漢果-0 r四分律』巻32(士
22.790b910) 耶輸伽在二大沙門所修二党行。『五分律』巻15(T.22.1 05C20'21) 耳目

合於二沙円程曇所ー出家修二党行ー。 n弗本行集経』巻36(T.3. 819b2S29) :耳目輪陀大善
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男子往二沙門達一修二行党行ー。『中本起経』谷上 (T.4.149b12) :賓稽己作二沙門。

37) CPS.19.2; SBV.1462629 na batavaro buddho bhavi号yati navaram 

dharmakhyanafl1 yatredanifl1 Yaso 'gra-kulika-putras (SBV.Ya臼 agra-)tatha 

sukumaras CSBV.tavat tarul)aち)tatha (SBV品vat)sukhai早ikesa -smasrul) y 

(SBV.-smasrv) avatarya ka号ayal)i vastral)y acchadya samyag eva 

sraddhayagarad anagarikafl1 pavrajital)/ r破僧事』巻6(T.24.129c1619):今耶
舎童子生二於貴家。富有二珍賓身韓端巌。恒受二快梁ー。捨二其所E好為二例弟子ーo

将レ知三如来甚大威徳法亦微妙ー。『衆許摩詞帝経』巻8(T.3.956b2829):我等云何猶

慾二貧愛ー不レ求二解説-0r四分律』巻32(T.22.790b1013) ・此戒徳必不レ!量。修二沙門

党行亦不レ!章。 f可以故。乃使下此族姓子従レ其受レ撃修中楚行上。彼族姓子。能於レ彼

修二発行-0 r五分律』巻15(T.22.105c21.22) :其道必勝。乃使二豪族不七顧二世祭。
「併本行集経』巻36(T.3. 819b29-C3) :希有斯事 彼大沙門法行之中党行。謄レ官二

牢固不動 o 藤レ首レ勝レ他。其法含集。臆二必第一。所以者何。而耶輸陀大善男子。

至ニ沙門遠ー。受二行発行ー。即得ニ出家ー。「中本起経』巻上(T.4.149b1213) 其人徳

高。明二遠震園ー。吾等威帰。今為ご沙門-0 其道必真。

38) r破僧事J巻 6CT.24.130a1"):畳二於生死一。発行建立コ現時二於所作。勿レ受二後有一。
如レ斯修者得ニ無生果ー。『衆許摩詞帝経』巻8CT.3.956c1213):所作己作。党行巳立。

我生巳滅。永断二輪廻ー。謹二羅漢果ー。『併本行集経』巻36(T.3. 820a13.15) :巳断二

生死。得党行報。所作巳型車。来生更不レ受二後世有一。白知自詮。②相当文は

M vg.I.6.46: Vin.p.I.14 3132， s.m .p.68'5田等。「諸法考(3)Jp.118参照。

39) r悌本行集経』谷39(T.3. 835c28-836a10) :α若嘗レ知三我巳得二解説。 β藤下於二一
切諸天人中汝等行t行。為レ令三多人得二利益ー故O 為レ令三多人得二安楽ー故。為三世間

求二嘗来利益及安楽故。若欲三行至二他方薬落。濁自得レ去不レ須二二人。 7又復比

丘。汝等若至ニ他方薬落ー。為三於多人生二憐慾ー故。撮二受彼ー故。嘗レ為レ説二法初中後

善。其義微妙。具足無紋ー。汝等比丘。嘗レ説二党行ー。 δ有下諸忠生。少ニ諸塵垢ーo

薄二於結使。諸根成熟上。恐畏不レ能レ得レ開二正法。即不レ能レ得レ知ニ於法相。 ε4弗

告比丘。我従二今日ー漸嘗下移去行向二優婁頻螺爽落。詣二兵終村。而為二彼等説レ法

教上故。 Mv.III.4158円 αmuttohal]l bhi同aval)sarva-pasehi， ye divya ye ca manuφ. 

βcaratha bhik号aval)carikafl1， ma ca duve ekena agamittha/ /δSanti hi 

bhik号aval)satval) suddha alpa-raja， aparok号a-jatikat巴 caasravanatvad 

dharmal)afl1 parihayantijεaham pi， gafl1se， yena Uruvilvayafl1 Senapati目

gramakafl1 ten'upasan.kamissami jatilanam anukafl1paya/ / 

40) CPS.21.1: III.4561014; SB V.I.l 4822.27:αmukto'ham， bhik号aval)sarva-pasebhyo 

ye divya ye ca manu号al)/yuyam api mukt功 sarva-pasebhyoye divya ye 

A札
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Q
d
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ca manu号al;l/βcarata (SBV. tato) bhik号ava品 caryaI1l (SBV. carikaI1l) 

pr百krami$yamo bahu-jana-hitaya bahu-jana.sukhaya lokanukampayai 

arthaya hitaya sukhaya deva-manu$ya平am/ ma ca vo dvav ekena 

gami号yatha/ B aham api yenorubilva Senayana.gramakas tena caryaI1l 

prakrami号yami/.r破僧事』巻6 (T.24.130aI923): α我今輿レ汝。於二一切天人繋
縛之中一。市得ニ解脱ー。 β汝等各可レ随レ詣二諸方一。為二諸衆生一作ニ大利益ー。且令二汝

等各各而往。不レ用ニ同行-os我亦往ニ優楼頻螺衆落。為ニ利益故。『雑阿含』巻

衆39(1096) (T.2.288b1占) :α我巳解ニ脱人天縄索ー。汝等亦復解ニ脱人天縄索ー。

β汝等嘗下行二人間一。多レ所二過度ー。多レ所二鏡益-0 安中幾人天上o 不レ須二伴行ー。一一

而去。 ε我今亦往二欝稗羅住慮人間遊行。

41) r四分律』巻32(T.22.793a"B) :汝等人間遊行。勿ニ二人共行ー。我今欲下詣ニ優留頻
螺大将村一説t法。『五分律』巻16(T.22.108a'.9) :汝等各各分部遊ニ行世間一。多下

有二賢善ー能受二教誠一者上。吾今濁往二優為界欝稗羅迦葉所一而開二化之ー。『中本起経』

巻上 (T.4.149c6-B):汝曹各行。康度ニ衆生ー。随ニ所レ見法ー。示ニ導橋梁ー。普施ニ法

眼ー。宣ニ暢三尊ー。抜レ愛除レ有。遷入ニ泥1亘ー。吾今濁行。詣二憂為羅蘇ー。『過去現在

因果経』巻 4(T.3.646a'.1O):汝等所作巳癖堪三為世間作二上福間一。宜二各遊レ方教

化ー。以ニ慈悲心ー。度二諸衆生寸諸今亦嘗下濁往ニ摩掲提園。王舎城中ー。度中諸人民上。

但し『衆許摩詞帝経』巻8(T.3.957 a2'.29) :汝等巳於ニ天上人間ー離ニ諸繋縛ー。可下

感二念衆生ー而行中化導上。汝等速去…爾時世尊輿二諸羅漢ー皆離二鹿苑適悦之地ー。

42) r四分律』巻32(T.22.792c却ー793a1): [魔〕汝為ニ諸縛縛一天及於世間一切衆縛縛
沙門不レ得レ腕。〔仏〕我腕二於諸縛ー 天及於世間一切縛得レ脱 我今巳勝レ汝。〔魔〕

汝内有=結縛 心在レ於レ中行以レ是随二逐汝ー 沙門不レ得レ腕。〔仏〕世間有二五欲一

意識為ニ第六}我於レ中無レ欲 我今レ得勝レ汝。

43) r悌本行集経』巻39(T.3. 836aI9-28) : [魔〕汝為二諸縛之所下縛 亦同諸天人等有
既被ニ一切縄所下繋 沙門汝不レ脱ニ網羅。〔仏〕我久巳脱ニ一切縛 天人所レ有我悉

無我此諸縛既離レ身 降ニ汝波旬ー更何道。〔仏〕一切色聾香味燭 此是五欲法染レ人

我今悉己一切除 降ニ汝悪魔波旬ー詑。

44) r破僧事』巻6(T.24.130a'仰): [魔〕汝不レ得ニ解脱ー 而作ニ解脱想ー汝在ニ繋縛
中一 不レ能レ解二腕我-0 [仏〕人天繋縛中 我己得二解脱ー罪者今営レ知 我己催ニ伏

汝ー。『衆許摩詞帝経』倉 8 (T.3.957a1B.19，22一回): [魔〕汝解脱相非ニ解脱一得ニ此解

脱ー非ニ沙門一 汝今自慮ニ大繋縛ー嘗レ欲レ解ニ脱於何人一。〔仏〕我於ニ天上及人間

己能解ニ脱諸繋縛一 乃至無撃離二繋縛一 汝之罪魔不レ能レ破。『雑阿含』巻3叩9 

(10ω96) (T.2.2泊88bll山1ト一.1山 5-16り):べ〔魔〕汝不レ脆作ニ脱想一 謂呼ニ巳解脱一為ニ大縛所下縛

我今終不レ放。〔仏〕我巳脱二一切 人天諸縄索一己知レ汝波旬 即自消滅去。
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45) r雑阿含』巻39(1086) (T.2.285a6-7.山 3): [魔〕我心於二空中ー 執二長縄胃ー下政
欲レ縛ニ沙門ー 不レ令ニ汝得下腕。〔仏〕我説下於ニ世間一 五欲意第六上於レ彼永巳離

一切苦巳断。我巳離ニ彼欲 心意識亦滅波旬我知レ汝速於レ此滅去。『別訳雑河合』

念2(25) (T.2.381c'B，10.I'): [魔〕我心能化ニ作 羅網一遍二虚空ー沙門於二我所一 終

不レ得二解脱ー。〔仏〕世間有二五欲ー 愚者為所レ縛能断ニ此諸欲ー 永章二一切苦ー。我

巳断ニ諸欲ー 意亦不二染著ー波旬臆嘗レ知 我久壊二欲網ー。また前註43参照。

46) S.1.3.10 Enijari.gha: 1.p.16山 2は、神 (devata)の問いの偶(1.p.167-l0)に対して世

尊が答える偽である。これに対応する漢訳経の偶は、『雑阿含』巻22(602) (T. 

2.161a山 4):世間五欲徳 心法説二第六} 於ニ彼欲ー無レ欲 解二脱一切苦ー。『別訳雑

阿含』巻9(177) (T.2.438a29.b1) :世間有二五欲一意第六顕現 除二断於喜欲ー遠ニ

離一切苦-0 Sn.l71は、 Sn.1.9Hemavatta.sutta (雪山夜叉経)の第19傷。これは

鬼神(夜叉)と世尊の対話のなかで世尊が答える偶である。これに相当する漢訳経

論の備は、 E雑阿含』巻50(1329) (T.2.366c叫13):世五欲功徳 及説ニ第六意ー

於ニ彼欲ー無レ貧 解ニ脱一切苦ー。『別訳雑阿含』巻15(328) (T.2.484c'.') :五欲意

第六 於ニ此慮ー離レ欲 解ニ脱於諸苦ー 斯是苦出要。支謙語『義足経』巻下 (T.

4.183b.184c) には丁度対応する偽はなL、。真諦誇『立世阿昆曇論』巻 1 (T. 

32.178a1'.IB) :世間有二五塵ー 我読ニ心第六一 於レ中離二欲著ー 解二脱如是苦。また

前註参照。

47) CPS.21.6: II1.4573-4; SBV.I.14910.11: atha Marasya papiyasyaitad abhavat/ janati 

sramano Gautama品 cetasa cetal;lparyayam/ iti viditva dukkhi 

durmana vipratisari tatraivantarhital;l/ /. r破僧事』巻6(T.24.130b9.11):爾時
悪魔便作ニ是念ー。此沙門喬答摩能知ニ我心一。作ニ是念一巳便生ニ慎悩ー。内懐ニa険悔ー便

滅而去。根本説一切有部の伝承はこの後にもう 1度最初の世尊の言葉を繰り返す。

48)魔は②では、 Antaka(終わりをもたらす者、破滅を招く者、死魔〕、 Maccu(死、

死神)、 KaI).ha(黒、黒魔)、 Namuci(放さない者)とも呼ばれ、 papimant(悪し

き者、悪者)、 papiyas(より悪い者)と形容される。伝統的に魔は身心(五麗

khan-dha)・煩悩 (kilesa)・身心の勢力(行abhisaI1lkhara)・神(天子deva-

putta)の4種の魔(四魔、 Pj.1.p.15424)、または死(maccu)を加えた 5種の魔(五

魔、巧'.I.p.l0814，巧.I1.p.45511)が数えられる。『倶合論』巻3(T.29.No.1558，15c回目)

には麗魔・死魔・天魔・煩悩魔という。また中村元『悌教語大辞典』の魔、四魔、

五魔、魔事、天魔の項参照。魔は邦語でも、病魔、睡魔、魔除け、「好事魔多し」、

「魔が差す」などという。いずれも原意に沿う如く、いわゆる隠語ではあるまい。

49)村上「諸行考(1)一原始仏教の身心観ー (r仏教研究』第16号、昭和62(1987) 

年3月、 pp.51-94)pp.70-78参照。
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50) r破僧事』巻6(T.24.130b山り:爾時世尊。往ニ波羅痕斯城優棲頻螺衆落寸既到レ

彼詣ニ白林一。在ニ一樹下一宴坐而住。『衆許摩詞帝経』巻8(T.3.957b勺:悌即濁行

往二詣西嚢野偏東落烏魯尾螺池遁ー迦曜波裟林下経行宴坐。『締本行集経』巻39(T. 

3. 836c拍ー837ワ:世尊従ニ波羅捺城-。遊行漸至二優婁頻螺衆落之所一。是昔如来行二

苦行ー慮。其村有二一大婆羅門ー。名目二兵将一。達二到彼村一。従二奮往来道路一而行。

為ニ教化-故。爾時世尊行ニ奮路一時。於二其道傍一見二一園林姦穆可下愛。是時世尊従レ

路下レ僻。深入ニ彼林ー。従レ樹至レ樹。見レ有二一樹。端正可下喜。即坐ニ其下寸一日消

息。『四分律」巻32(T.22.793a2四 ) :爾時世尊。遊ニ欝稗羅劫波圏中ー。

51) Dん4.1. 8716-'8=j(A).1.82品目: Uruv巴larp_gacchanto antara-magge kappasika-

vana-sa判etirp_sa jane bhadda-vaggiya-kumare vinesi ((世尊は)U.へ行く途

中の道で「綿」の森の茂みで、 30人の良い部類の若者達を教化した).

52) CPS.22.4-9; SBV.I.1503-11: a，Kascid Bhagavarp_ striyarn adrak年jt/b，Kirp_ punar 

vah kumarakas taya striiya/ a，Iha vayarp_， bhadanta，号ai?tirbhadra -vargika]) 

(SBV. -vargjyal;t) piiga bahis Senayana-gramakasya (SBV. -gramasya) diva 

divasena strjmayena tiiry切a kr吋amo ramamo paricarayamas teφm 

asmakarp_ krjQatarp_ ramamal)anarp_ paricarayatam anyatama strj samayarp_ 

viramya (SBV. viragya) nii?palayita/ te vayarp_ tarp_ striyarp_ 

samanve号amahe/b，Kirp_ manyadhve kumarakal;t kirp_堕堕!I!yo va坐埜型思

samanuyei?eta (SBV. samanuv巴平ate)yo va atmanam/ a3 Kirp_m (SBV. kim) 

asmakarp_ strj kari号yati/imam (SBV. idam) eva asmakarp_主主旦旦yad主主主旦旦

笠旦主旦旦旦 samanvei?amahi/b3Tena hi kumaraka，豆豆昼坐旦 (SBV.ni号jdantu)/

dharmarp_ vo desayu;;yami/r破僧事』巻6(T.24.130b24-c'): a，頗見ニ一女人不。
b，世尊報目。彼女人者是汝何親。 a，諸人白言。我六十賢部。在二衆落外ー於二日日

中ー。令三諸女楽作二於信伎一。此一女人失二我所下期棄レ我而去。我今寛来告言。 b，諸

人。於レ意云何。汝今所レ要。為下求ニ女身是要ょ。為下求ニ自身ー要上耶。 a3諸人報日。

大徳。求二女身ー無レ益。尋ニ求自身ー最為ニ第一一。 b3世尊告日。童子。汝等来坐。我

今為レ汝宣ニ説妙法ー。『衆許摩詞帝経』巻8(T.3.957b山5): a，沙門。止レ此還曾見二

一女人来一否。 b，悌言。賢衆。此慮寂静非二女所F遊。汝今来レ此為尋二女人ー。何不ニ

自為下尋ニ其身ー耳目。 a3是時賢衆傍所下説即有二省悟ー。乃知二前非-而答レ例言。我等先

尋二女人ー誠是過答。今自尋レ身。願垂ニ指示一-0b3併言。賢衆。汝既知レ是且可ニ安坐ー。

我今為レ汝宣二説法要一。『傍本行集経』巻39(T.3. 837a22b') : a，尊者。此慮頗見ニ

知レ是婦女一巳不。 b，例報問言。汝諸人輩。所レ問之者。是何婦女。此婦女者。縁レ何

而来。 a，是時彼等共答レ傍言。大善尊者。我等朋友合三十人。皆是良善。在ニ於此

林一居停住止。二十九人。並皆有レ婦。喰猪一人。軍身無レ妻。而我等輩相共雇得二一
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筒姪女。奥レ其作レ妻。令二重娯楽一。而彼姪女見ニ於我等歌集之極自恋眠陸一。彼姪

女選ニ我等好物一。即柊逃走。我等亦為二此朋友一故。亦復各為ニ自許物ー。来ニ此林之

内一。求ニ彼姪女一。 b，爾時傍告ニ彼等人一言。諸男子輩。我今問レ汝。於レ意云何。汝

等今者寧求ニ自身一。寧欲レ求ニ覚彼姪婦女。二事之中何者為レ勝。 a3彼等男子共報レ

悌言。善哉世尊。我等今者若求ニ自身。此最為レ勝。寧可レ莫レ求ニ彼之婦女一。 b3爾

時世尊復吏告言。諸善男子。若知レ此者。汝等安坐。我今嘗下為ニ汝等一説t法。『五分

律』巻15(T.22.107a22叫 ) : a，大沙門見レ有ニ一女人来一不。 b，傍言。寧欲ニ自求ー為レ

欲レ求レ他。 a3答言。我寧自求不レ求=婦女一。 b3悌言。且坐為レ汝説レ法。『四分律』巻

32 (T.22.793a28-b8) : a，大沙門。頗見二一婦人来E此不。 b，併問言。汝等是何童子。

求二何等婦女ー耶。 a，答言。大沙門嘗レ知。欝斡羅抜陀羅駿提同友五十人。於ニ此圏

中一奥二諸婦女ー共相娯楽。一同友無レ婦。以レ銭雇ニー姪女一。将来在レ此共相娯楽。即

便倫ニ其財物ー逃走。不レ知レ所レ在。我今同友等。故来於レ此求二寛此女ー。 b，悌問言。

云何童子。寧自求耳目。求ニ婦女一耶。 a3諸童子言。寧自求不レ求ニ婦女一。 b3併言。諸

童子旦坐。輿レ汝説レ法(なお a，・・・ b3という記号は前引の対話の訳文の場合と共通

にしてある )0r過去現在因果経』巻 4 (T.3.645a-) と『中本起経』巻上
(T.4.147c-)には相当箇所がない。

53) r傍本行集経』巻39(T.3. 837c8-20)では、この次に世尊が遊行遍歴して白墨林に到
り林中に入り l樹下に坐って休息しているときに、訪れて来た60人の雲という種

姓の人達(雲種姓人)を、次第説法によって皆に阿羅漢果を得させてから、独り更

に遊行を続けたという。『五分律』巻15(T.22.107b'回)では、この後に婚姻の用

事でその林(婆羅林)を通った60人が仏の説法に接してついに阿羅漢となったと

いう。『四分律』巻32(T.22.790c田ー791aりではこれよりも前に、婚姻のために波

羅奈園に向かつて来た同友五十人が鹿野苑で世尊に会い説法に接して具足戒を受け

阿羅漢となったとし、う。

54)矢島羊吉「無常法J(初出1941年、修正版: r無常法』以文社1975)pp.7-125は、
原始経典において我が否定されていないことを詳しく調べて、「我の存在を認めて

いることが明らか」であり、「意識の主体を考えることは、少なくとも可能にされた

といえるであろうJ(同， p.52)0 I一切法非我とは、法の我ならぬことの認識を表

わすと同時に、法の否定としての我自身の自覚を表わすと言える。我自身はただ法

の否定において自覚されるしかないのである。 J(同， p.89)と述べている。

55)村上 (1978)rサーンクヤ哲学研究ーインド哲学における自我観 .] (春秋社)、村
上(1991)rインド哲学概論.](平楽寺書庖)、村上 (1997)rインドの実在論ヴァイ
シェーシカ派の認識論.](平楽寺書庖〕。

56)その形跡とは、五議とは別であるとも同じともいわれないという・いわば人格主体
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とも言うべき pudgalaを批判する議論である。村上 (1993a)I人格主体論(霊魂

論)一一倶舎論破我品訳註(ー)J(塚本啓祥教授還暦記念論文集『知の遜遁 仏教と

科学』佼成出版社，平成5 (1993)年3月， pp.85-126)、村上(l993b)I人格主

体論(霊魂論)一倶舎論破我品訳註(二)J(渡辺文麿博士追悼記念論文集「原始仏

教と大乗仏教』永田文昌堂，平成5 (1993)年5月， pp.85-126)参照。

57)村上(1996)I初期の仏教における分析的思考と人間存在 無我説と輪廻する私

(aham)一J(浄土宗教学院「仏教諭叢』第40号，平成8 (1996)年6月， pp.3 

12)。

58) 養老猛司『パカの壁~ (新潮新書003，2003年)第四章「万物流転、情報不変」参

照。養老は、「人聞は寝ている問も含めて成長なり老化なりをしている」から、「変

化しつづけ」ていると言い、「私は私、ではないJという。そしてそういう意味か

ら「平家物語』冒頭の「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり」という文を解し

て、「聞くほうの気分が違えば、鐘の音が違って聞こえるJ(p.56)。しかし情報は

変化しない、と指摘している。しかレ情報さえも受け取る人により、時間を経るこ

とによって意味が変化することは避けがたいであろう。

59)村上 (1972b)I古ウパニシャドのアートマン〔我)と原始仏教 光の表象と白洲

自帰依をめぐって J (r文化』第36巻第 l・2号， pp.143-184)、村上 (1971f) 

「アートマンと光の表象一古ウパニシャドと原始仏教 J (r印度学仏教学研究』第

20巻第 l号， pp.l10-114)、村上(1987a)Iインド思想史における心の発見 仏

教興起前後における転換 (下)J (r東北大学日本文化研究所研究報告』第23集，

pp.47四64)。

60) これに関連して近年、禅の研究者や指導者のなかで、己事究明(或いは箇事究明)

ということが、禅の目指すところである。というような言説が行われていることに

注意したい。この語は誰に始まるのか、また古来の禅の語録等に遡るのかとうか、

私には明らかでなL、。しかし、己事、白己事という語は、禅の語録に出ており、生

死において自己の本性を悟る意味において用いられ、己事を明らかにする、という

ような文脈において出ている。すなわち、無常迅速、生死事大、己事未レ明 cr大慧
普賢禅師住笹山能仁騨院語録~ T.47、No1998A，86臼4c2へ865c24叫4，911bザ19，94叫la20卸o
『絡門警訪訓訓"山IJ宅巻書八:T.48， No.2023， 1085cピ♂I刊0つ)という。また自分の為すべき修行を遂

行するという意味で、己事を緋ずる(成排する)、ともいう。すなわち、楚行己立、

己事巳鱗(延毒『宗鏡録』巻目十:T.48， No.2016， 653a')とL寸。己事が明らか

になったところにおいて、無常・無我や縁起の環が悟られる、というならば、その

意味するところは、原始経典の説くところと深く繋がる、と言えるであろう。
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佐々木 関
(花園大学教授文博)

序

過去二回にわたり， n弗教研究』誌上でアディカラナについて調査結果を報
告してきた1)。律蔵におけるアディカラナの出現状況はきわめて複雑かっ不可

解であるが，それがL、かなる原因によるものなのか，それを解明するのが主目

的である。資料としては主にパーリ律を用いている。

複数現存する律蔵のうちのどれか一本を取り上げて，それを資料としてアディ

カラナの出現状況を見ていくなら，その資料の内部に様々な不整合を見出すこ

とができるが，事はそれだけでおさまらず，そういった複数の律蔵を相互に比

較しながらアディカラナを見ていった場合には，今度は，各律蔵毎に，出現状

況に食い違いが現れてくる。つまり，アディカラナの不可解さは，律蔵そのも

のの内部にも，そして，複数部派で伝持されてきた異なる系統の律蔵相互の聞

にも存在しているのである O こういった状況で資料全体を見渡した場合，アディ

カラナの意味や概念が，歴史的に変化していることは疑えなL、。したがって，

そのアディカラナの歴史的変遷過程を，資料によって裏付けながら解明してい

くことが，我々に課せられた課題となる O 複数現存する律蔵を正しく位置づけ

ながら，複雑にからまりあった情報を整理し，そこから一本の歴史の流れを見

出していくという，きわめてオーソドックスではあるが，困難の多い作業であ

る2)。資料全体を見渡したうえで，私はパーリ律を考察のベースとすることに

した。アディカラナの意味・概念が大きくぶれはじめた根本原因が，そこに読

み取れるからである。パーリ律の内部構造を調査することにより，歴史的変遷

が生じた出発点を押さえた上で，律蔵資料全体に考察の領域を拡大するという

手順である 3)。本稿は，そういった手順のうちの，パーリ律に限定した調査の
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